
USHIKU CITY NEWS
第1108号
茨城県牛久市

2013.11.1

主な内容

市 民 憲 章
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・骨対策　骨粗しょう症に注意！！
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◆子どもを虐待から守りましょう…7Ｐ
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◆こぼれ話 各時代の歴史より…12Ｐ

・再発見・牛久 第十八話

◆話題・街にひろう…13Ｐ
・天皇陛下に牛久産の米と粟を献上

・市民体育祭開催！
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・点字電話帳（茨城県版）設置

・平成26年度保育園入園児童募集

・児童クラブ入級の児童募集（平成26年度）

・ブロック、コンクリート片・レンガ類回収実施

◆今月のたいへんよくできました…28Ｐ
・牛久保育園のお友だち

「牛久市役所に来ると元気がもらえる」そんなふうに市民

の皆さんに思っていただけるような、明るく元気な市役

所を目指し、職員一人ひとりがおもてなし
3 3 3 3 3

の心を持って、

明るく元気な「あいさつ運動」に取り組んでいます。

「あいさつ運動」を実施しています！

　聖火と共に気分はオリンピック！
3地区で市民体育祭

　10月13日、秋晴れの下で、牛久・岡田・奥

野各地区で市民体育祭が行われました。

　岡田地区では、子どもたちによって運ばれた

聖火が、多くの参加者に見守られながら運動

場に登場。市民体育祭では、ご近所同士や普

段は接する機会の少ない他の行政区の方との

間に、運動を通して交流の輪が広がりました。

（13ページに関連記事）
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発災時対応訓練
日　時 11月23日（土・祝）午前8時30分～正午 (雨天決行)

場　所 牛久小学校、牛久第三中学校
参加対象 上町、下町、秋住団地、牛久駅西ニュータウン、刈谷、城中、新地行政区

訓練内容

●現地災害対策本部…………………災害対策本部要員による現地災害対策本部の開設

●災害情報収集訓練…………………初動対処班、消防団による地域の被害状況を把握

●住民避難訓練………………………避難勧告を受け、自主防災組織・防災会の誘導で避難所へ避難

●避難所開設・運営訓練……………避難所の開設・運営

●応急救護所開設・運営訓練……… 応急救護所を開設、負傷者のトリアージ※、応急処置の実施 

（※トリアージ：負傷度による負傷者の選別）

●倒壊家屋からの救出・救護訓練…救出した負傷者を自主防災組織が応急救護所に搬送

●負傷者搬送訓練……………………倒壊家屋から救助された負傷者を応急救護所に搬送

●初期消火訓練……………………… バケツリレーでの消火、水消火器・消火器での消火、消防団

による消火活動

●炊き出し訓練………………………避難者への食事を準備

問　交通防災課危機管理室☎内線1690、1691

　尊い命と財産が一瞬に奪われる災害。近年、地震や豪雨などにより、全国各
地で大きな被害が出ています。大きな地震が発生したとき、自らの生命は自分
で守り ( 自助 )、自分たちのまちは自分たちで守る ( 近助 ) ために、警察・消防
などの防災関係機関と協力して

牛久市では、11月23日に 総合防災訓練 を実施します。
　総合防災訓練の中で、シェイクアウト訓練（初動時対処訓練）を牛久市内全域で実施します。年に1回の訓
練です。この機会に、ご家庭で、職場で、もう一度地震への備えをしていただきたいと思います。

 日　時 　 11月23日（土・祝）   午前8時～8時10分
 場　所 　牛久市内全域　　 対　象 　牛久市内在住者

いつ起こるかもしれない大災害に備え、総合防災訓練を実施します。
市民の皆様のご参加をお願いします

牛久市総合防災訓練

シェイクアウト訓練（初動時対処訓練）
　「緊急地震速報」を受信したら、同時刻一斉に参加者全員が机に隠れるなど身の安全を図る行動を実践し

ていただき、自宅や会社などそれぞれの場所で地震から身を守るための3つの安全行動を行う訓練です。防

災対策を確認するきっかけとしていただくことを目的としています。

「緊急地震速報」は、気象庁が想定震度5弱以上の地震の揺れが予想された
時に、強い揺れ（震度4以上）が予想される地域に対し発信するものであるため、
牛久市からは発信できません。午前8時ちょうどに、防災行政無線、エリアメー
ル、かっぱメールで訓練開始をお知らせします。訓練は1～2分程度で終了です。

　シェイクアウト訓練は、皆さん

の普段の生活の場で行う訓練

です。そこには、意外と気付

かない危険箇所が潜んでいるこ

とがあります。シェイクアウト訓

練が終わったら、身の周りを点

検してみましょう。

シェイクアウトプラスワン安全行動③

じっとする

安全行動②

隠れる

安全行動①

しゃがむメール
防災
行政無線
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牛久市環境基本計画を改定しました

環境項目 具体的施策

1. 生活

　環境

大気環境の保全

水環境の保全

水の循環利用の促進

騒音・振動環境の保全

有害化学物質・悪臭・土壌汚染対策

2. 自然

　環境

良好な自然環境の保全・活用

人と環境にやさしい都市基盤整備の促進

緑や水の美しい生活空間の創出

自然遺産の保護

3. 地球

   環境
地球環境に配慮した取り組みの推進

4. ごみ

　対策

ごみの不法投棄の防止

ごみの再資源化、発生抑制の推進

5. 放射能対策

　市では、環境保全などの基本方針を示す環境基本計

画を改定しました。東京電力福島第一原子力発電所の

事故を受けて、新たに放射能対策を盛り込んだほか、

牛久市環境審議会の提言を受けて毎年内容を見直す制

度も取り入れ、より実効性が高い基本計画を目指しま

す。期間は平成28年までの4年間です。

牛久市環境審議会での審議の様子

「牛久市環境基本計画」冊子

環
境
基
本
計
画
っ
て
何
？

　

環
境
基
本
計
画
は
、
本
市
の
環
境
の

保
全
お
よ
び
創
出
の
た
め
の
基
本
的
な

指
針
と
な
る
も
の
で
、
平
成
18
年
３
月
に

策
定
し
、事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、

当
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
、
平
成
24
年
12
月
25
日
に
池
辺
勝
幸

市
長
か
ら
牛
久
市
環
境
審
議
会（
会
長
・

福
島
武
彦
氏〈
筑
波
大
学
院
教
授
〉）に
環

境
基
本
計
画
の
改
定
を
諮
問
し
、
７
回
に

わ
た
り
慎
重
な
審
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
本
年
８
月
１
日
に
環
境
審

議
会
か
ら
市
長
に「
牛
久
市
環
境
基
本
計

画（
案
）」と
し
て
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
概
要

　

環
境
の
保
全
お
よ
び
創
出
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、「
生
活
環
境
」「
自
然
環
境
」「
地

球
環
境
」「
ご
み
対
策
」
に「
放
射
能
対

策
」
を
新
た
に
加
え
、
各
環
境
項
目
の

取
り
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
の
特
徴

① 

前
計
画
の
評
価
か
ら
計
画
を
構
築
す

る
た
め
、
前
計
画
の
進
捗
状
況
を
第

１
章
に
ま
と
め
、評
価
を
行
い
ま
し
た
。

② 

現
在
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
原
子

力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
能
汚
染

の
問
題
に
つ
い
て
、
長
期
に
わ
た
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

第
５
章
に「
放
射
能
対
策
」を
追
加
し

ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
市
が
被
っ
た
放
射
能
汚
染
の
経
緯

を
説
明
し
、
こ
れ
に
伴
う
学
校
施
設

の
除
染
作
業
や
食
品
の
放
射
能
検

査
、
内
部
被
ば
く
検
査
な
ど
一
連
の

対
策
を
示
し
ま
し
た
。

③ 

今
後
は
、
毎
年
、
環
境
基
本
計
画
の

進
行
状
況
や
市
民
の
意
見
を
審
議
会

に
報
告
し
提
言
を
求
め
、
こ
の
提
言

を
も
と
に
必
要
に
応
じ
て
計
画
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

計
画
書
の
閲
覧

　

市
内
小
中
学
校
で
配
布
の
ほ
か
、
環

境
政
策
課
窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w

.city
.u

sh
ik

u
.lg

.jp
/

）、
市

内
公
共
施
設（
市
中
央
図
書
館
、
牛
久
自

然
観
察
の
森
、
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
牛
久
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
牛
久
運
動
公
園
体
育
館
）で

閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
で
は
環
境

基
本
計
画
へ
の
ご
意
見
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
政
策
課
☎
内
線
１
５
６
１
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 保健センター通信　健康管理課（市保健センター内）☎内線1742～1744

骨粗しょう症に注意！！

骨粗しょう症とは …
　「骨粗しょう症」とは、骨の密度が低くなり、骨がもろくなっていて非常に骨折の危険性が高くなった状

態をいいます。骨量は20歳～30歳にピークを迎えた後は、ゆるやかに減少していきます。骨粗しょう症

になる原因は、カルシウム摂取量の不足、加齢によるカルシウム吸収率の低下、運動不足、喫煙、飲酒な

どが挙げられます。特に女性は、閉経すると女性ホルモンが減少し、骨量が急激に減少するため、注意が

必要です。

こんな症状に要注意！！
　骨量が減少すると、次のような症状がでてきます。初期には、自覚症状がないため気づきにくく、症状

に気づいた時には、ある程度進行してしまっていることも考えられますので、日頃から注意しましょう。

●骨折しやすくなっている　　　　　●腰や背中が痛い

●背中が丸くなってきている　　　　●身長が小さくなっている

牛久市の状況は …
　平成21年～24年までの4年間で、牛久市の骨粗しょう症検診を受診した40歳～75歳（女性のみ）の結果を

まとめてみました。やはり、年齢が進むにつれて要指導者や要治療者の割合が増えているのが分かります。

40代・50代では9割近くが異常なしでしたが、60代以降になると半分以上の方が指導や治療が必要な状況

になります。

これからの対策は …

　まず、対策の基本は食事と運動です！！

　丈夫な骨をつくるには、カルシウムをしっかり摂り入れることが大切です。運動は、骨に刺激を与える

ことで、骨量の増加や維持につながります。自分自身に合った運動を、毎日継続して行うことが重要です。

年 代 受診者総数 異常なし 要指導 要治療

40歳代   70人   61人（87.2％）     8人（11.4％）   1人（  1.4％）

50歳代 317人 281人（88.6％）   30人（  9.5％）   6人（  1.9％）

60歳代 255人 131人（51.4％）   82人（32.1％） 42人（16.5％）

70歳代 121人   47人（38.8％）   40人（33.1％） 34人（28.1％）

40～75歳全年齢 763人 520人（68.1％） 160人（21.0％） 83人（10.9％）

対策骨
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 保健センター通信　健康管理課（市保健センター内）☎内線1742～1744

カルシウム（Ca）はどれだけ摂ればいいの …

　カルシウムは、体内に吸収されにくい栄養素ですが、ビタミン D やビタミン K は、カルシウムの骨へ

の吸収をサポートします。ビタミン D は、魚介類やきのこ類に多く含まれています。ビタミン K は、緑

黄色野菜、納豆に多く含まれています。毎食心掛けることは、主食・主菜・副菜のそろった食事です。丈

夫な骨づくりだけでなく、生活習慣病予防にもつながります。

年 齢 男 性 女 性 カルシウムを多く含む食品

18～29歳 800mg

650mg

●牛乳200ml（Ca227mg）

●木綿豆腐100g（Ca120mg）

●わかさぎ50g（Ca225mg）

●小松菜100g（Ca120mg）

●ヨーグルト100g（Ca120mg）

30～49歳 650mg

50～69歳
700mg

70歳以上 600mg

項 目 内 容

対象者

30歳以上の5歳節目の年齢に当たる方（年齢基準日平成26年3月31日）

例　50歳　昭和38年4月1日～昭和39年3月31日生まれの方

　　55歳　昭和33年4月1日～昭和34年3月31日生まれの方

　　60歳　昭和28年4月1日～昭和29年3月31日生まれの方

　　65歳　昭和23年4月1日～昭和24年3月31日生まれの方

料 金 800円

協力医療機関

●牛久愛和総合病院健診センター　●植松整形外科耳鼻咽喉科クリニック
●岡見第一医院  　　　　　　　　●奥田整形外科クリニック 
●つくばセントラル病院　　　　　●鳥越クリニック
●ひたちの整形外科  　　　　　　●龍ヶ崎済生会病院総合健診センター

申し込み方法
市保健センター窓口または電話でお申し込みください。
☎873-2111内線1742（平日午前8時30分～午後5時15分）

早期発見のため、骨粗しょう症検診を受けましょう。

まずは、自分の骨量を知ることが大切です。

　市では、5年に1回、整形外科病院などにおいて骨粗しょう症検診を受診するこ

とができます。詳しくは下記別表1をご覧ください。検診は、腕のレントゲンを撮っ

て測定します。妊娠中の方は受診できません。結果は、検診当日に説明を受けるこ

とができます。

 別表1
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市は「年間1ミリシーベルト以下＝毎時0.23マイクロシーベルト以下」を目指します。
（環境省が長期的に達成すべき目標としている値）

※既に除染済みの施設に加え、公園や毎時0.23マイクロシーベルト（地上1m）以上の施設は、順次除染を行う予定です。

追加被ばく線量の低下のために…

市内61カ所の放射線量率一覧表（保育園・幼稚園・小中学校・高校・公園など）

施設名
測定日 測定

の高さ9/9～11 10/8～11

保

育

園

旧・中央保育園 0.090 0.088 

0.5m

上町保育園 0.125 0.121 
つつじが丘保育園 0.083 0.088 
向原保育園 0.075 0.081 
栄町保育園 0.109 0.098 
下根保育園 0.108 0.117 
つばめ保育園 0.098 0.100 
つばめ保育園牛久駅前分園 0.083 0.077 
ふたばランド保育園 0.090 0.092 
つつじが丘ふたばランド保育園 0.069 0.067 
牛久保育園 0.084 0.084 
牛久ひかり保育園 0.108 0.096 
牛久ふれあい保育園分園 0.125 0.113 
ひたち野うしく保育園つくしんぼ 0.058 0.054 
奥野さくらふれあい保育園 0.100 0.092 
牛久みらい保育園 0.044 0.054 

幼

稚

園

第二幼稚園 0.113 0.094

0.5m

かわい幼稚園 0.106 0.100 
牛久幼稚園 0.108 0.094
ひたち野牛久幼稚園 0.094 0.100
こばと幼稚園 0.075 0.065 

フレンド幼稚園 0.075 0.069 

牛久文化幼稚園 0.061 0.069 
牛久教会こどものいえ幼稚園 0.083 0.077 

小

学

校

牛久小学校 0.113 0.073 

0.5m

岡田小学校 0.096 0.098 
奥野小学校 0.104 0.109 
牛久第二小学校 0.131 0.123 
中根小学校・第一幼稚園 0.077 0.075 

向台小学校・牛久ふれあい保育園 0.106 0.084 

神谷小学校 0.079 0.067 
ひたち野うしく小学校 0.111 0.127 

施設名
測定日 測定

の高さ9/9～11 10/8～11

中

学

校

牛久第一中学校 0.108 0.102 

1m
牛久第二中学校 0.098 0.104 
牛久第三中学校 0.100 0.088 
下根中学校 0.106 0.084 
牛久南中学校 0.069 0.086 

高

校

牛久高校 0.129 0.079 
1m東洋大学附属牛久高校 0.102 0.104 

牛久栄進高校 0.073 0.069 

そ

の

他

こども発達支援センターのぞみ園 0.096 0.142 

0.5m
神谷小さくら台児童クラブ 0.119 0.121
教育センターきぼうの広場 0.119 0.123
すくすく広場 0.088 0.094
牛久クリーンセンター 0.136 0.134 1m
牛久自然観察の森 0.144 0.140

0.5m二池 0.144 0.161
東みどり野区民会館 0.117 0.098

公

園

ひたち野みずべ公園 0.150 0.144 

0.5m

ひたち野さくら公園 0.069 0.069 
ひたち野おやま公園 0.054 0.046 

刈谷第１街区公園 0.094 0.088 

本町第１街区公園 0.106 0.117 
田宮東街区公園 0.065 0.073 
みどり野第１街区公園 0.088 0.069 
小坂第１街区公園 0.060 0.060 
柏田第２街区公園 0.054 0.063 
栄町第１街区公園 0.060 0.052 
牛久運動公園 0.088 0.102
牛久運動広場 0.077 0.086 
奥野運動広場 0.109 0.098 

※測定器：エネルギー補償型ガンマ線用シンチレーションサー
ベイメータ TCS-172B（日立アロカメディカル（株））を使用。

※測定の高さ：小学生以下の子どもが多く利用する施設は
地上0.5m、その他施設は地上1m の高さで測定しています。

　　　　　　　　　　　　　　（単位：マイクロシーベルト / 時）

9月に実施した「向原保育園」のおやつを含むミキサー
給食検査結果 (8月27日から5日間の昼食を分析 )

測定機種：P 型ゲルマニウム半導体検出器
（CANBERRA 社製 GC2018-7500SL-2002CSL）

単位：Bq/Kg（ベクレル / キログラム）
協力：公益財団法人震災復興支援放射能対策研究所

セシウム134 セシウム137
不検出 不検出

下限値 <0.63 下限値 <0.62

● 甲状腺超音波検査の受付を開始します ●
11月1日から甲状腺超音波検査費用の一部助成が始まります。
詳しくは、11月1日全戸配布の「うしくNEWS」をご覧ください。

井戸水検査結果

セシウム134 セシウム137

牛久第二中学校
不検出 不検出

下限値 <0.86 下限値 <0.55

猪子住宅
不検出 不検出

下限値 <0.8 下限値 <0.62

井ノ岡王井戸
不検出 不検出

下限値 <0.78 下限値 <0.72

● ゲルマニウム検出器による分析結果 ●
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児童虐待は社会全体で
解決すべき問題です
―11月は児童虐待防止推進月間―

■児童虐待はとても身近な問題
　子どもへの虐待は、連日のようにマスコミで報道さ

れ、依然として痛ましい死亡事例も後を絶たない現状

です。子どもへの虐待の発生件数は増え続け、平成

23年度は全国で59,919件に達し、最多件数を更新し

ています。牛久市でも平成24年度は53人の虐待事例

が発生しています。最近は晩婚化・出産年齢の高齢化

により、里帰りしたくても親が高齢で介護を受けてい

たり、死亡していたりするため、「身近な支援者がいな

い」という事例が目立ちます。子育ては誰でも最初は

手さぐりで始まりますが、インターネットなどで情報

収集しながら孤軍奮闘しているうちに、「いつの間にか

虐待に陥っていた」という痛々しい母親も多くいまし

た。

■ひとりぼっちの親をつくらない
　このように、社会情勢が複雑化する中、子育てに何

らかの不安や困難を抱え、「孤育て」に苦しむ親は増えて

います。家族が身近な地域の中で温かく見守られ、子

どもを通して地域と親がつながり、地域もさらに明るく

なる、そのような地域づくりが期待されています。

■子どもを虐待から守るために
●「虐待を受けているのではないか」と気になる子ども

を発見した時には、ためらわずに行動を起こしま

しょう。相談や通告は下記までご連絡ください。

※通告者の秘密は固く守られます。

●地域全体で子どもを育て、家族を支えていくことが

虐待の未然防止につながります。日頃から地域に

おいて「あいさつや声かけ」を積極的に行い、子育

て中の家族を温かく見守りましょう。

問　児童福祉課☎内線1734

オレンジリボンには子ども虐待

を防止するというメッセージが

込められています。

【虐待の種類】
■身体的虐待

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる（赤
ちゃんを激しく揺さぶらないで！）、やけどを
負わせる、溺れさせる など　

■ネグレクト

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、車の中に放置する、重い病気になっ
ても病院に連れて行かない など

■心理的虐待

言葉による脅し（お前を産まなければよかった、
死ね、消えてしまえなど）、無視、兄弟姉妹間
での差別的な扱い、子どもの目の前で DV（ド
メスティック・バイオレンス）を行うこと など

■性的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体にする など

■子育ては一人で悩まずに
　子育て中にはさまざまな不安や心配を感じると

きがあります。子育てに悩んでいるとき、子育て

が「しんどい」と感じているときには一人で悩ま

ず、下記までご相談ください。※相談者の秘密は

固く守られます。

相談や通告はこちらまで

◆牛久市役所児童福祉課（家庭児童相談室）☎内線1734 ◆土浦児童相談所☎821-4595

◆いばらき虐待ホットライン（24時間対応）☎0293-22-0293 ◆こどもホットライン☎029-221-8181

◆児童相談所全国共通ダイヤル☎0570-064-000
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国民健康保険の加入・脱退の手続きはお済みですか？

 こんなときは医療年金課に届け出を！

　職場の健康保険をやめたときや職場の健康保険に加入したときは手続きが必要です。このよう

な事実が発生したときは医療年金課窓口に必ず届け出をしてください。

 加入の届け出が遅れると…　 

　加入資格が発生した時点までさかのぼって保

険税を支払うことになります。またその間の医

療費は全額自己負担となります。

 脱退の届け出が遅れると…　

　資格がなくなってから国民健康保険で診療を

受けた場合、国民健康保険で負担した分の医療

費は返していただくことになります。また保険

税が二重払いになってしまうこともあります。

■職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険をやめた証明書（資格喪失証明書、

退職証明書、離職票など）と印鑑をお持ちになっ

て、国民健康保険加入の手続きを行ってください。

■職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険証と国民健康保険証、印鑑を

お持ちになって国民健康保険喪失（脱退）の手

続きを行ってください。

　そのほか、子どもが生まれたとき、家族の健康保険の被扶養者からはずれたとき、または被扶養

者になったとき、住所、世帯主、氏名が変わったときなども届け出が

必要です。詳しくは医療年金課国保グループまでお尋ねください。

問　医療年金課国保グループ☎内線1724、1726

借金にお悩みの方・無料法律相談会開催
　借金の返済でお困りの方を対象に無料法律相談会が茨城県主催で開催されます。弁護士、司法

書士が相談に応じます。また、各会場で「心の健康相談」も併せて実施します（秘密厳守）。

　希望される方はお問い合わせください。

開 催 日 時 開 催 場 所

11月10日（日）

午後1時
～2時30分

茨城県水戸合同庁舎（水戸市柵町1-3-1）

11月11日（月） 茨城県土浦合同庁舎第一分庁舎（土浦市真鍋5-17-26）

11月12日（火） 古河市三和庁舎（古河市仁連2065）

11月13日（水） つくば市豊里地域交流センター（つくば市高野1197-20）

11月14日（木） 神栖市保健・福祉会館（神栖市溝口1746-1）

11月15日（金） 日立シビックセンター（日立市幸町1-21-1）

11月16日（土） 茨城県水戸合同庁舎（水戸市柵町1-3-1）

【申し込み・問い合わせ】

ご相談は 事前予約制 です。各会場開催日の前日まで受け付けます。
（平日午前8時30分～午後5時15分）※定員になり次第、締め切り。

申・問　県生活環境部生活文化課☎029-301-2829FAX029-301-2848
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ドッグラン市民無料開放日　11月6日（水）・10日（日）・27日（水）

問　ツインギー・アンド・パラダイス（猪子町832-5）☎886-6616

※この事業は、ツインギー・アンド・パラダイスのご厚意により、無償で行っています。

※利用条件など、詳しくはツインギー・アンド・パラダイスへお問い合わせください。

「牛久のわん・にゃんこ」

消費生活に関するご相談は牛久市消費生活センターへ
【相談日】　月～金曜日（午前9時～午後4時）

【問い合わせ】　牛久市消費生活センター　☎830-8802　FAX830-8803

消費生活センター
だより
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折原家（さくら台2丁目）の“ミンミちゃん”（ダックスフンド/メス/5歳）

　甘えん坊のミンミ、家族がお出かけするといつも窓からちょこんと顔を

出してとても可愛いです。3月に家族が増えて自分もお母さんになったつ

もりで、泣くと心配してくれる優しい一面もあります。これからも、元気

で家族を明るくしてね。

※掲載希望の方は、環境政策課（☎内線1562）か下記宛先まで、住所、氏名、

電話番号に写真とエピソード（100文字程度）を添えて郵送または、E メー

ル（kankyou@city.ushiku.ibaraki.jp）でお送りください。

【応募先】　〒300-1292牛久市中央3-15-1　牛久市役所環境政策課

　　　　　「牛久のわん・にゃんこ係」

　犬ねこの失踪・保護に関する情報は、環境政策課（☎内線1562）へご連絡ください。

また、環境政策課ホームページのペット110番をご覧ください。

  　　　 問　環境政策課☎内線1562  
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。



牛久市立中央図書館開館20周年記念第2弾

折原みと氏講演会
演　題　～「夢を叶える12の方法」～

１１０万部のベストセラーになった『時の輝き』の著者である人気マ

ンガ家・小説家の折原みとさんをお迎えし、講演会を開催します。

※講演会終了後にサイン会を行います。講師の著書をお持ちください。

日　時　 11月30日（土） 

開場：午後1時、開演：午後1時30分

場　所　エスカード生涯学習センターエスカードホール（4階）

　　　　※ エスカードホールには専用の駐車場がありません。公共交

通機関をご利用ください。

定　員　 250人（未就学児の入場はできません） 

※定員になり次第締め切り。

申し込み 方法　11月5日（火）から電話または市中央図書館カウンターに

てお申し込みください。

申・問　市中央図書館☎871-1400

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■市役所エスカード出張所☎871-1400（中央）午前10時～午後7時

■リフレ図書カウンター☎871-1400（中央）午前9時～午後5時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時
HP https://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

11月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞
◆映画上映会◆　11月17日（日）午後2時　

　『にんじん（洋画・吹替版）』

◆牛久おもちゃ病院◆　11月17日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時※2日・23日はお休みします。

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

11月の休館日　★全館休館日…11日（月）・25日（月）

★市役所エスカード出張所は4日（月・振休）・23日（土・祝）も休館

　次にお待ちの方のためにも、
借りた資料は期限までに返却し
てください。期限を過ぎても返
却されない場合は、資料の貸出・
予約などを制限させていただく
ことがあります。

読書団体連合会第6回自主講座
メインテーマ ～樋口一葉と私～

日　時　11月9日（土）午後2時～
場　所　市中央図書館視聴覚室（2階）

演　題　「 作品論 

―大つごもり・十三夜・にごりえ」

講　師　 齋藤 教子氏（元東京都立目黒高等

学校校長・樋口一葉研究家）

入場料　無料 ※席は自由。

主　催　牛久市読書団体連合会

問　市中央図書館☎871-1400
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【折原みと氏プロフィール】

茨城県石岡市出身。1985年角川

書店『ASUKA』で少女マンガ家デ

ビュー。1987年ポプラ社刊『とき

めき時代つまさきだちの季節』で

小説家デビュー。以来、講談社、

ポプラ社、実業之日本社などを

中心に、マンガ・小説を多数出版。

また、エッセイ集・絵本・詩集・フォ

トエッセイ・料理レシピ本・ＣＤな

ど幅広く活躍中。

返却日を守りましょう

特別整理期間に

ご協力いただき

ありがとうございました
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牛久市レクリエーション協会

　スポーツダンスで健康と輝き！楽しく技術を学びキラ

キラと輝く時間を共有しませんか？親睦と仲間づくりに

4カ月ごとにミニパーティー、年1回の一日研修旅行、福

祉を目的に年3回のチャリティーパーティーを開催して

います。入会、見学は会場にて随時受付です。

【定期練習・場所】スポーツダンス講習会

○�中級者コース：毎週日曜日午後6時30分～9時�

向台小体育館または三日月橋生涯学習センター

○�初級者コース：毎週日曜日午前9時30分～11時30分�

三日月橋生涯学習センター

○�初心者コース：毎週火曜日

　午前9時30分～11時30分�

　三日月橋生涯学習センター

【入会金】なし、【月会費】1,000円

【保険】牛久市スポーツ保険に加入

（個人加入可）

問　馬
もうえ

上☎・FAX843-5700

＜189＞ 牛久市体育協会事務局（牛久運動公園体育館内）
☎873-2486 FAX873-2895

（139）
牛久市文化協会事務局（生涯学習課内）
☎・FAX886-8993

催し物のご案内　　　　　　　　　　　　　　

●第31回土浦各流合同謡と仕舞の会

日時　11月10日（日）午前10時～午後4時30分

場所　土浦亀城プラザ

入場料　無料

問　牛久松謡会（中川）☎874-6023

●新華扇流おさらい会

日時　11月16日（土）開場午前10時、開演午前11時

場所　エスカード生涯学習センターエスカード

ホール（イズミヤ4階）

入場料　無料

問　 日本のおどり 座（伏見）☎090-2901-7002 

新華扇流治 会（栗島）☎872-6041

●八重花会おさらい会

日時　12月1日（日）開場午後0時30分、開演午後1時

場所　エスカード生涯学習センターエスカード

ホール（イズミヤ4階）

入場料　無料

問　花柳流八重花会（藤田）☎873-7851

HIRO　LANI　フラスタジオ

（代表：世川博子☎873-3498）

　私の町牛久に根を張り、フラを広め、楽しん

で貰いたいという願いがありました。

　幼稚園生から70

代まで、11年間み

んな明るく、思い

やりの心で楽しん

でいます。健康な

心と身体に素敵な

フラが芽生えます。

まず一歩踏み出し

ましょう。

加盟団体紹介

加盟団体紹介

牛久市ゲートボール連合会

　ゲートボールは競技者相互の親睦を図り、健康増進に

寄与することを目的とするスポーツです。ゲートボール

は脳の活性化と若さを保つことに役立ちます。いつから

でも始められます。初心者の方もいつでも加入できます。

練習日に現地に来てください。練習用の用具は用意して

あります。

【定期練習】月・火・木曜日午前9時～正午

【場所】刈谷ゲートボール場　

問　浅野☎872-1918

ねんりんピックよさこい高知2013

平成25年10月26日～28日�チーム名：牛
うしくほうゆうかい

久豊友会

チャリティーダンス
パーティの模様です。
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各時代の歴史よりこぼれ話

小
川（
芋
銭
）家
系
譜
⑪

佐
々
木
‐
木
村
‐
小
川

再
発
見
・
牛
久
第
十
八
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　

水
戸
方
面
へ
の
往ゆ

き
か
復か
え

り
か
に

―
 

明
治
元
年（
１
８
６
８
年
）に―

 

　

芋
銭
の
父
賢よ
し
か
つ勝

か
ら
の
口く

で

ん伝
の
要
点
は
次
の

よ
う
だ
。

　

―

年
譜（
西
郷
関
係
の
資
料
）に
は
出
て
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
父
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、

明
治
元
年
に
西
郷
隆
盛
が
水
戸
方
面
へ
の
往ゆ

き

か
復か
え

り
か
に
、
牛
久
宿
の
本
陣
に
休
憩
の
た
め

立
ち
寄
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
の
西
郷
さ
ん

は
官
軍
の
参
謀
で
す
か
ら
、
小
藩
の
牛
久
と
し

て
は
、
も
う
怖
い
恐
ろ
し
い
存
在
で
す
。
そ
れ

で
藩
の
主
だ
っ
た
者
が
揃
っ
て
ご
き
げ
ん
伺
い

に
本
陣
へ
出
頭
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
西
郷
さ
ん

は
大
き
な
声
で「
一
同
の
も
の
、
勤き
ん
の
う皇

の
こ
と

は
承
知
で
あ
ろ
う
な
ア
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、

あ
た
り
を
じ
ろ
っ
と
見
回
し
た
そ
う
で
す
。
出

頭
し
た
面
々
は
、
た
だ
も
う「
へ
へ
…
え
」と
頭

を
下
げ
る
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
総
督
軍
参
謀
西
郷
隆
盛

　

慶
応
４
年（
こ
の
年
９
月
８
日
に
明
治
に
改

元
）１
月
７
日
の
夜
、
新
政
府
総
裁（
総
理
大
臣

に
相
当
す
る
）
有あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ
と

栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
小こ

ご

し

ょ

御
所

（
御
所
内
）に
公く
ぎ
ょ
う卿
と
諸
藩
主
を
集
め
、「
徳
川
慶

喜
は
朝
廷
を
欺
く
大
逆
無
道
の
敵
」と
断
じ
て
、

そ
の
追つ
い
と
う
れ
い

討
令（
討
ち
取
る
こ
と
）を
発
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
直
後
に
、
明
治
天
皇
の
叔
母
に

あ
た
る
静
寛
院
宮（
和
宮
。
熾
仁
親
王
の
許
婚
。

前
々
将
軍
家
茂
未
亡
人
）
が
侍じ

じ

ょ女
の
土つ
ち
み
か
ど

御
門
藤

子
を
上
京
さ
せ
、
参
与
岩
倉
具
視
に「
慶
喜
助

命
と
徳
川
家
家
名
存
続
」
の
直
書
を
差
し
出
さ

せ
て
、
寛
典
論
に
よ
る
寛
大
な
処
分
の
内
旨

（
内
々
の
沙
汰
）を
得
た
。
慶
喜
の
寛
大
な
処
分

の
背
景
に
は
、
慶
喜
の
生
家
水
戸
徳
川
家
の
第

二
代
光み
つ
く
に圀

が
尊
王
敬
幕
の
思
想
に
立
ち
、
大
日

本
史
の
編
さ
ん
に
着
手
し
、
皇
統
は
南
朝
を
正

統
と
し
て
い
た
こ
と
と
、慶
喜
の
生
母
文
明（
登

美
宮
吉
子
。
水
戸
藩
第
九
代
藩
主
斉
昭
夫
人
）

の
父
は
南
朝
系
の
有
栖
川
宮
織お
り
ひ
と仁

親
王（
新
政

府
総
裁
熾
仁
親
王
の
祖
々
父
）
で
あ
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
の
旧
幕
府
で
は
、
２
月
11
日
の
江
戸
城

内
に
お
け
る
旧
重
臣
会
議
の
席
上
で
、
慶
喜
が

若
年
寄
大
久
保
一い
ち
お
う翁

と
陸
軍
総
裁（
ま
た
は
軍

事
取
扱
）
勝
海
舟
に
諸
事
を
任
せ
、
そ
の
翌
日

上
野
寛
永
寺
の
塔
た
っ
ち
ゅ
う
頭
・
大
寺
院
の
書
院（
葵
あ
お
い

の

間
）
に
入
り
、
以
後
こ
こ
に
こ
も
っ
て
謹
慎
し

た
。（
大
久
保
の
発
議
に
よ
っ
て
慶
応
３
年
10
月

に
徳
川
第
十
五
代
将
軍
慶
喜
が
朝
廷
へ
大
政
を

奉
還
し
た
。
大
政
奉
還
は
坂
本
竜
馬
ら
に
も
多

大
な
影
響
を
与
え
た
）

　

新
政
府
で
は
、
総
裁
の
熾
仁
親
王
が
、
東
征
大

総
督
軍
の
大
総
督
に
任
命
さ
れ
て
、
参さ
ん
だ
い内（
内だ
い
り裏

〈
天
皇
の
住
居
〉）し
、
明
治
天
皇
よ
り
、
錦き
ん
き旗（

朝

敵
を
討
伐
す
る
官
軍
標
章
）と
節せ
っ
と
う刀（
天
皇
の
権

限
を
代
行
す
る
意
味
を
持
つ
）を
授
け
ら
れ
た
。

　

２
月
15
日
、
薩
・
長
な
ど
22
藩
の
藩
兵
で
編

成
さ
れ
た
五
万
余
の
東
征
大
総
督
軍
が
京
都
を

立
っ
て
東
海
・
東
山
・
北
陸
の
三
道
を
江
戸
へ

進
撃
を
開
始
し
た
。

　

東
海
道
を
進
撃
す
る
大
総
督
軍
の
本
隊
は
、

３
月
５
日
に
駿す

ん

ぷ府
城（
現
静
岡
市
）に
着
き
、
こ

こ
に
本
営
を
お
い
た
。
参
謀
の
西
郷
隆
盛
は
、

大
総
督
有
栖
川
宮
親
王
に「
３
月
15
日
に
江
戸

城
を
総
攻
撃
す
る
よ
う
」
進
言
し
、
決
裁
後
に

全
軍
に
命
令
し
た
。

　

前
将
軍
慶
喜
は
、
３
月
６
日
に
、
自
分
の
謹

慎
の
地
と
江
戸
城
明
け
渡
し
な
ど
に
つ
い
て
、
大

総
督
軍
参
謀
西
郷
と
談
判
す
る
た
め
、
自
分
の

警
衛
に
あ
た
っ
て
い
る
旧
幕
府
精
鋭
隊
頭
取
山

岡
鉄
舟
を
使
者
に
立
て
た
。も
う
一
方
で
慶
喜
は
、

寛
永
寺
座ざ

す主
の
輪り
ん
の
う
じ

王
寺
宮
親
王
に
大
総
督
軍
の

本
営
に
行
っ
て
、
大
総
督
有
栖
川
宮
親
王
と
会

い
、
江
戸
百
万
市
民
の
た
め
に
江
戸
城
無
血
開

城
と
兵
火
を
回
避
す
る
懇
請
を
し
て
く
る
よ
う

に
依
頼
し
て
い
た
。
山
岡
は
、
３
月
９
日
に
大
総

督
軍
本
営
に
着
き
、
西
郷
に
面
会
を
申
し
入
れ

た
。
半
日
余
り
の
西
郷
・
山
岡
両
者
の
巧
み
な

駆
け
引
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、公
式
に
西
郷
・

勝
会
談
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

３
月
13
・
14
両
日
の
江
戸
薩
摩
藩
邸
に
お
け

る
西
郷
・
勝
会
談
で
は「
江
戸
城
無
血
開
城
と

慶
喜
の
水
戸
で
の
謹
慎
」な
ど
が
決
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
よ
り
14
年
前
の
安
政
元
年

（
１
８
５
４
年
）、
西
郷
が
28
歳
の
と
き
、
水
戸
藩

江
戸
小
石
川
の
中
屋
敷
に
お
い
て
、
慶
喜
の
父
で

同
藩
第
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
の
側
用
人
藤
田
東

湖
に
出
会
っ
た
。
東
湖
は
24
歳
の
と
き
、
藩
主
斉

昭
の
も
と
で
郡
奉
行
に
挙
げ
ら
れ
る
と
経
世
済
民

に
留
意
し
た
。
水
戸
藩
は
光
圀
以
来
の
水
戸
学
と

い
わ
れ
る
尊
王
攘
夷
思
想
の
発
祥
地
。東
湖
著『
回

天
詩
史
』は『
三
度
死
を
決
し
て
而
し
て
死
せ
ず
、

二
十
五
回
刀
水
を
渡
る
』で
始
ま
る
が
、
こ
れ
が

諸
国
の
尊
王
攘
夷
の
青
年
思
想
家
た
ち
に
多
大

の
感
化
を
与
え
た
。
も
う
一
方
東
湖
著『
弘
道
館

記
述
義
』に
は
尊
王
攘
夷
が
記
述
さ
れ
て
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
水
戸
学
で
い
う
尊
王
攘
夷
は
、
光
圀
以

来
の
尊
王
敬
幕
を
基
本
理
念
と
し
て
い
た
。
諸
国

の
志
士
ら
が
唱
え
た
尊
王
攘
夷
は
、
非
常
の
時
局

の
中
で
、
倒
幕
運
動
さ
ら
に
討
幕
運
動
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

東
湖
の
人
物
像
を
熊
本
藩
出
身
の
横
井
小
楠

は「
其
人
弁
舌
爽さ
わ

や
か
に
、
議
論
甚
密（
中
略
）

色
黒
の
大
男
、
中
々
見
事
な
り
」
と
、
西
郷
は

「
天
下
真
に
畏
お
そ
る

る
べ
き
人
物
無
し
、
た
だ
其
の

真
に
畏
る
べ
き
も
の
は
東
湖
あ
る
の
み
」
と
そ

れ
ぞ
れ
評
し
て
い
る
。
東
湖
は
翌
安
政
２
年

（
１
８
５
５
年
）
10
月
の
江
戸
大
地
震（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
＝
６
・
９
。
関
東
大
震
災
は
７
・
９
）

に
遭
い
、
小
石
川
の
中
屋
敷
で
圧
死
し
た
。

　

折
し
も
、
次
期（
14
代
）将
軍
候
補
に
慶
喜
を
担

ぐ
老
中
首
座
阿
部
正
弘
、
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭

（
慶
喜
の
父
）、
越
前
藩
主
松
平
慶
永
、
宇
和
島
藩

主
伊
達
宗む
ね
の
り城

、
薩
摩
藩
主
島
津
斉な
り
あ
き
ら

彬
ら
と
、
紀
伊

徳
川
家
の
家
茂
を
擁
立
す
る
勢
力
が
激
し
く
争
っ

た
。
西
郷
も
斉
彬
の
命
令
で
越
前
藩
士
橋
本
左
内

ら
と
慶
喜
擁
立
に
奔
走
す
る
が
、
阿
部
急
死
後
の

安
政
５
年
に
大
老
に
就
任
し
た
井
伊
直
弼
に
よ
っ

て
家
茂
が
将
軍
継
嗣
に
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

西郷隆盛（写真提供：鹿児島
市立西郷南洲顕彰館）

西
郷
隆
盛
が
牛
久
宿
本
陣
に
立
ち
寄
る

―

小
川
芋
銭
が
牛
久
藩
士
の
父
賢
勝
か
ら
の
口
伝―
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10
月
13
日
、
牛
久
・
岡
田
・
奥
野
各

地
区
で
市
民
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奥
野
地
区
で
は
、
俵
ボ
ッ
チ
に
大
き

市
民
体
育
祭
開
催
！

　

秋
空
の
下
、
元
気
に
交
流

「かぼちゃ引きリレー」では、コロコロ転

がるかぼちゃに四苦八苦（奥野地区）

「○×ゲーム」では、文化ホールの席数な

どが出題されました（岡田地区）

「スプーンレース」では

子どもたちの顔も真剣（牛久地区）

　

10
月
24
日
、
皇
居
で「
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
献け
ん
こ
く穀

献け
ん
の
う
し
き

納
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
は
、
例
年
11
月
23
日（
勤
労

感
謝
の
日
）
に
皇
居
で
行
わ
れ
る
、
新

穀
を
供
え
感
謝
す
る
行
事
で
す
。
起
源

は
古
く
、『
古
事
記
』
に
も
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神

が
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
歴
史

あ
る
も
の
で
、
宮
中
恒
例
祭
典
の
中
の

最
も
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
る「
新
嘗

祭
献
穀
献
納
式
」
は
、
新
嘗
祭
に
使
用

さ
れ
る
米
や
粟
を
、
各
都
道
府
県
か
ら

選
ば
れ
た
生
産
者
が
天
皇
陛
下
に
献
納

す
る
も
の
で
す
。
毎
年
10
月
下
旬
に
皇

居
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
栄
え
あ
る
行
事
に
、
茨
城
県
を

代
表
し
て
牛
久
市
か
ら
、
下
根
町
の
山

越
康
義
さ
ん
ご
夫
妻
が
米
を
、
女
化
町

の
澤
田
辰
夫
さ
ん
ご
夫
妻
が
粟
を
持
ち

寄
り
参
列
し
ま
し
た
。
献
納
さ
れ
た
米

と
粟
は
、
天
皇
陛
下
も
召
し
上
が
る
と

の
こ
と
。
天
皇
陛
下
か
ら
は
、
お
礼
と

と
も
に
農
作
物
の
作
柄
状
況
な
ど
に
つ

い
て
お
尋
ね
が
あ
り
、
参
加
者
一
同
、

感
激
も
ひ
と
し
お
と
の
こ
と
で
し
た
。

問　

農
業
政
策
課
☎
内
線
１
５
２
１
、

　

１
５
２
２

天
皇
陛
下
に

牛
久
産
の
米
と
粟
を
献
上

な
か
ぼ
ち
ゃ
を
載
せ
て
バ
ラ
ン
ス
と

ス
ピ
ー
ド
を
競
う「
か
ぼ
ち
ゃ
引
き
リ

レ
ー
」
が
行
わ
れ
、
勢
い
余
っ
て
転
倒

す
る
ラ
ン
ナ
ー
も
出
る
な
ど
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
岡
田
地

区
で
は
、
○
×
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
勝

ち
抜
き
戦
を
行
う「
○
×
ゲ
ー
ム
」
を

実
施
。
頭
も
使
う
種
目
に
参
加
者
は
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
牛
久
地
区
の

「
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
」で
は
、
参
加
者
は

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
ス
プ
ー
ン
の
上
に

載
せ
た
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

走
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
会
場
で
も
、

健
康
増
進
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
同
士

が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

皇
居
で
行
わ
れ
た「
新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
」
に
参
列
し

た
山
越
さ
ん
ご
夫
妻（
前
列
右
か
ら
２
人
）
と
澤
田
さ

ん
ご
夫
妻（
前
列
左
か
ら
２
人
）、（
後
列
左
か
ら
）池
辺

勝
幸
市
長
、
茨
城
県
農
林
水
産
部
の
宮
本
次
長
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土
浦
・
牛
久
場
所
開
催

　

10
月
14
日
、
土
浦
市
の
霞
ヶ
浦
文
化

体
育
会
館
を
会
場
に
、
平
成
25
年
秋
巡

業「
大
相
撲
土
浦
・
牛
久
場
所
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
方
巡
業
は
６
年

ぶ
り
２
回
目
の
開
催
と
な
り
、
牛
久
市

出
身
の
大
関
稀
勢
の
里
関
や
土
浦
市
出

身
の
高
安
関
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な

じ
み
の
力
士
た
ち
が
参
加
し
、
本
場
所

さ
な
が
ら
の
取
組
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
俵
上
で
は
、「
公
開
稽
古
」や「
人
気

力
士
と
ち
び
っ
こ
の
稽
古
」な
ど
が
行
わ

れ
、
普
段
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
大

相
撲
の
魅
力
に
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
大

満
足
。
そ
し
て
、
幕
内
取
組
に
稀
勢
の

里
関
が
登
場
す
る
と
、
観
客
か
ら
は
こ

の
日
一
番
の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「幕内土俵入」では、稀勢の里関などが子ど

もを抱えて土俵上を一周

家
庭
教
育
学
級
合
同
研
修
会

自
分
で
梨
を
収
穫
体
験梨の収穫を楽しむ山本さんご一家

　

９
月
10
日
、
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
梨
の

収
穫
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生
産
者

の
中
島
さ
ん
の
管
理
の
下
、
た
く
さ
ん

の
梨
が
な
り
、
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
れ
た
の
は
、
梨
好
き
の
山
本

さ
ん
ご
一
家（
左
写
真
）。
新
聞
記
事
を
読

ん
で
、
す
ぐ
に
申
し
込
ん
だ
そ
う
で
す
。

ご
主
人
の
豊
さ
ん
は
、
５
カ
月
に
な
る

美み
は
る陽
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
奥
様
の
由
里

子
さ
ん
と
一
緒
に
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
収
穫
さ
れ
た
梨
の「
新に
い
た
か高

」
は
、

爽
や
か
な
甘
さ
と
と
も
に
収
穫
後
も
長

く
保
存
で
き
る
の
が
特
長
。
来
年
は
皆

さ
ん
も
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

９
月
19
日
、
ツ
タ
ヤ
牛
久
店（
さ
く

ら
台
１
丁
目
）
前
の
交
差
点
で「
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
７
時
30
分
か
ら
牛
久
市
交
通
安

全
対
策
協
議
会
や
牛
久
警
察
署
な
ど
の

関
係
団
体
約
70
人
が
参
加
し
、
赤
信
号

で
停
止
し
た
車
の
運
転
者
や
歩
行
者

に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
れ
に

あ
わ
せ
て
、
新
米
と
反
射
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
交
通
安
全
啓
発

品
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
年
間
４
回
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ンドライバーに安全運運転を呼び掛け

　

10

月

４

日
、
市
中
央

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
文
化

ホ

ー

ル

で

「
平
成
25
年

度
牛
久
市
家

庭
教
育
学
級

合
同
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部「
子
育
て
演
習
」で
は
岡
田
小
学

校
教
頭
の
立
花
勝
行
先
生
を
招
き
、
親

が
子
ど
も
の
声
を
い
か
に
し
て
聴
く
か

を
各
場
面
を
想
定
し
な
が
ら
、
参
加
者

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
・
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
と
し
て
ご
活
躍
中
の
浜
尾

朱
美
さ
ん（
右
写
真
）
を
講
師
と
し
て
、

「『
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
』
～
竹
取
の

翁お
き
な・

媼
お
う
な

か
ら
あ
な
た
ま
で
～
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

浜
尾
さ
ん
は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も

の
育
ち
を
支
え
る
重
要
性
や
キ
ャ
ス

タ
ー
時
代
の
体
験
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

崩
壊
が
始
ま
っ
て
き
て
い
る
世
の
中
に

つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
と
と
も
に
、
ご

自
身
の
子
育
て
体
験
を
語
り
ま
し
た
。
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牛久ゴールデンボーイズが優勝！
＜9月21～23日、山吹運動公園野球場（常陸太田市）

参加16チーム＞

　熟年野球（50歳以上）の茨城県熟年野球県大会

で、牛久ゴールデンボーイズが決勝戦でトンカチ

クラブ（ひたちなか市）に勝利し、見事優勝しまし

た。

リトル・メジャー優勝！関東大会へ
　牛久リトルリーグメジャーチーム（6年生）は、

東関東連盟秋季大会（茨城・千葉30リーグ参加）で

圧倒的な力を発揮し、優勝しました。

　同チームのメジャー大会優勝は、2000年の全日

本選手権大会以来の快挙で、11月開催の関東大会

にコマを進めます。

　

９
月
20
日
、
市
内
に
在
住
の
平
田
昌

信
さ
ん
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

を
報
告
す
る
た
め
に
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
現
在
、車
が
普
及
・

拡
大
し
、
修
理
な
ど
の
技
術
向
上
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
田
さ
ん
は
整

備
士
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
国
立
の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の

自
動
車
整
備
科
で
、
２
年
間
技
術
指
導

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
平
田
さ
ん
は

「
現
地
で
若
者
の
雇
用
拡
大
に
貢
献
し
、

頑
張
り
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。チュニジアへ派遣された平田さん（写真右）

認
知
症
と
糖
尿
病
の
関
連
講
演
会

　

10
月
12
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で（
財
）桐

仁
会
と
市
主
催
に
よ
る「
第
25
回
県
民
の
た
め
の
健
康
管
理
講
座
」が

開
催
さ
れ
、
約
７
０
０
人
の
来
場
者
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
認
知
症
と
糖
尿
病
に
は
関
連

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

認
知
症
研
究
の
第
一
人
者
、
筑
波
大
学
精

神
神
経
科
教
授
・
朝
田
隆
先
生
を
は
じ

め
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
鈴
木
浩
明
先
生
、

運
動
に
つ
い
て
理
学
療
法
士
で
あ
る
鈴
木

康
裕
先
生
、
栄
養
全
般
に
つ
い
て
管
理

栄
養
士
で
あ
る
岩
部
博
子
先
生
か
ら「
今

日
か
ら
取
り
組
め
る
日
常
生
活
の
コ
ツ
」

を
具
体
的
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
国
際
貢
献

講演する朝田隆先生

　

市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
施
設

利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
が
大
き
な
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
施
設
利
用
者
が
端
切

れ
な
ど
の
布
を
切
り
縫
い
し
て
約
２

カ
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、

色
と
り
ど
り
の
布
で
作
ら
れ
た
大
輪

の
花
火
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
作

成
し
た
皆
さ
ん
は「
ス
タ
ッ
フ
に
助
け

て
も
ら
い
な
が
ら
一
緒
に
作
り
ま
し

た
」、「
大
変
で
し
た
が
、
完
成
し
た
と

き
は
う
れ
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

華
や
か
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
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平成25年度秋季市民卓球大会結果　＜9月21日、牛久運動公園体育館、参加128人＞

男子ダブルス

順　位 1位リーグ 2位リーグ 3位リーグ
第１位 大出・須田 石添（敏）・羽賀（仁） 柏倉・飯塚
第２位 石添（直）・羽賀（昭） 坂上・山根 中村・狩野

第３位 山越・鴻巣 佐々木・石堂

男子シングルス

順　位 1位リーグ 2位リーグ 3位リーグ
第１位 石添 堂下 柴山
第２位 須田 木村 中村

第３位
羽賀 山本
大出 佐々木

女子ダブルス　　　　　　　　  ＜敬称略＞

順　位 1位リーグ 2位リーグ
第１位 石添（容）・佐藤（春） 堀・渡辺
第２位 藤田・佐藤（真） 池田・小山

第３位
阿弥・佐藤
上杉・相澤

女子シングルス

順　位 1位リーグ 2位リーグ
第１位 上杉 佐藤（真）
第２位 石添（容） 上杉

第３位
佐藤（春） 山崎

阿弥 小山

牛久野球連盟

第42回市内親善秋季野球大会結果
＜9月1～29日、牛久運動公園、参加56チーム＞

Ａブロック

順　位 チーム名
優　勝 Pleasure
準優勝 チームさくら

第３位
茨城マーリンズ
ビッグエイト

Ｂブロック

順　位 チーム名
優　勝 ティガース茨城
準優勝 joker

第３位
K-Boys
Forever

スポーツチャンピオンフェスティバル2013

第10回牛久遠的・近的弓道大会～遠的の部結果～ ＜9月29日、牛久運動広場、参加54人＞

遠的個人

順　位 高校の部 一般の部

優　勝
師岡怜奈

（牛久栄進高校）
福嶋勝之

準優勝
利根川実華

（牛久高校）
高木勉

第３位
大山和樹

（牛久栄進高校）
坂本允

遠的高校団体　　　　　　　　　＜敬称略＞

順　位 チーム名

優　勝
牛久栄進高校 A チーム

（齊藤・塚田・師岡）

準優勝
牛久栄進高校 B チーム

（森・鈴木・本多）

第３位
牛久高校 B チーム

（安部・利根川・岡田）

※本年は近的の部と遠的の部に分けて開催（近的の部は5月に実施済み）。

平成25年度牛久市中学校

新人体育大会（野球の部）結果
＜9月27日・28日、牛久運動公園、参加市内5中学校＞

順　位 学校名
優　勝 牛久南中学校
準優勝 下根中学校
第３位 牛久第一中学校
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳

コ
ー
ナ
ー

秋
鯖
に
味
噌
の
味
良
し
妻
の
膳

中
央　

い
し
な
べ
雪
風

泥
田
よ
り
神
秘
の
出
現
蓮
の
花

南　

た
ん
ぽ
ぽ

晴
天
に
稲
穂
揃
い
し
き
ら
め
け
り

下
根
町　

菅
原
さ
ん

声
も
な
く
錦
織
り
上
げ
時
が
逝
く

久
野
町　

神
田
さ
ん

人
知
れ
ず
陰
で
紅
引
く
曼
珠
沙
華

小
坂
町　

保
井
さ
ん

還
暦
を
迎
え
し
気
持
は
若
葉
な
り

神
谷　

山
崎
さ
ん

す
ず
虫
も
夜
の
ラ
イ
ブ
で
金
の
声

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

虫
す
だ
く
夜
空
は
冴
え
て
秋
に
入
る

小
坂
町　

飯
塚
さ
ん

月
冴
え
て
灯
も
か
す
み
た
る
今
日
の
宿刈

谷
町　

土
屋
さ
ん

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
虫
の
合
唱
聞
き
明
月
見
ゆ

田
宮　

岡
村
さ
ん

秋
の
陽
の
あ
ま
ね
く
溢
れ
木
犀
の

　
　
　

香
り
ほ
の
か
に
母
の
忌
近
づ
く

南　

飯
塚
さ
ん

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラストや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便り

には住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希望の方は、その旨記入してください。ペンネーム

もOKです。紙面の都合上、全てを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便りをお待ちしています。

【あて先】　〒300-1292　牛久市中央3-15-1 「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　　 E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

和風のお惣菜を下準備から仕上げまでフライ

パンひとつで手軽に作りましょう。ひじきを

短時間でもどすので、うまみもしっかり残り、

うす味でもおいしく仕上がります。ふたをし

て蒸し煮にすることで、ふっくらと軟らかく

なり、お子さんも食べやすくなります。

ひじきには食物繊維のほか、鉄分

やカルシウムも多く含まれています。

芽の部分を芽ひじき、茎の部分を長ひじきと呼びます。

1人分53kcal

 しあわせをよぶレシピ　　　  問　健康管理課（市保健センター内）☎内線1743

作り方と材料（4人分）

材料 分量 作り方

ひじき（乾燥） 20g （1）にんじんと油揚げはせん切りにする。

（2）乾燥ひじきをフライパンに入れ、ひたひたになるように水を（分量外）

を入れ、ふたをして火にかける。

（3）沸騰したら、火を止めそのまま5分おき、ふたをずらして湯を捨てる。

さらに（1）と分量の水を入れ、ふたをして弱火で蒸し煮にする。

（4）にんじんが軟らかくなったら、しょうゆで味を調え、最後にかつお節

を混ぜてできあがり。

にんじん 100g

油揚げ 1枚

水 100ml

しょうゆ 大さじ1

かつお節 5g

メニューを考えた
牛久市ヘルスメイトの皆さん

一口メモ

「フライパンひとつでできる！ 簡単ひじきの煮物」
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■

猪
子
踏
切
の
通
行
止
め

の
お
知
ら
せ

　

猪
子
踏
切
に
歩
道
を
整
備
す
る
た

め
、
左
記
期
間
に
お
い
て
車
両
通
行
止

め
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
長
期
間

に
わ
た
り
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
迂
回
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
歩
行
者
・
自
転
車
は
通
行

可
能
で
す
。

■

牛
久
市
市
政
情
報
誌
を

発
行
し
ま
す
！

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
牛
久
の
未
来
を
語

る
、「
市
政
情
報
誌
」。
毎
号
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
牛
久
市
の

今
の
姿
と
、
将
来
像
を
皆
さ
ん
と
共
有

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

創
刊
号
の
テ
ー
マ
は「
数
字
で
見
る
、

う
し
く
の
子
育
て
・
教
育
」。
11
月
15

日
号
と
併
せ
て
各
戸
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

行
政
経
営
課
☎
内
線
３
３
０
１

暮らしの
情報

問…問い合わせ

申…申し込み

HP…ホームページアドレス

牛久市役所☎029-873-2111（代表）

通
行
止
め
期
間　

11
月
９
日（
土
）午
後

10
時
～
平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）午

前
10
時

※【
全
面
通
行
止
め
】…
11
月
９
日（
土
）

午
後
10
時
～
10
日（
日
）午
前
５
時

問　

道
路
建
設
課
☎
内
線
２
５
１
１

■

新
し
い
教
育
委
員
長
が

就
任
し
ま
し
た

　

教
育
委
員
会
委

員
の
佐
藤
允
通
氏

と
池
田
孝
子
氏
が

９
月
30
日
を
も
っ

て
退
任
し
た
こ
と

に
伴
い
、
10
月
１

日
か
ら
新
た
に
宮

原
節
子
氏
と
芦
田

亜
里
香
氏
が
教
育

委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
に
市
教
育
委
員
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
後
藤
雅
宣
氏

が
委
員
長
に
、
石
井
美
知
夫
氏
が
委

員
長
職
務
代
理
者
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。現
在
の
教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

委
員
長　

後
藤
雅
宣
氏

委
員
長
職
務
代
理
者　

石
井
美
知
夫
氏

委
員　

宮
原
節
子
氏（
新
任
）

　
　
　

芦
田
亜
里
香
氏（
新
任
）

教
育
長　

染
谷
郁
夫
氏

【
平
成
25
年
９
月
30
日
付
】

退
任　

佐
藤
允
通
氏
、
池
田
孝
子
氏

問　

教
育
総
務
課
☎
内
線
３
０
１
２

■

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校

学
生
の
現
地
学
生
教
育

　

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
学
生
が
現
地

学
生
教
育
の
た
め
、
奥
野
運
動
広
場
内 芦田亜里香氏（新任）

※現在制作中の為、内容
については変更となる
可能性があります。

宮原節子氏（新任）

■…迂回路

お
よ
び
駐
車
場
に
お
い
て
地
図
判
読
、

地
形
研
究
お
よ
び
討
議
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日（
金
）午
前
９
時
～
午

後
３
時

場
所　

奥
野
運
動
広
場
お
よ
び
駐
車
場

※
人
数
は
約
１
１
０
人
、
車
両
は
乗
用
車

２
両
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
８
両
が
参
加
。

※
担
当
は
陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
教
育
部

戦
術
第
２
教
官
室
山
本
真
也
☎
03
・
５

７
２
１
・
７
０
０
９（
内
線
４
５
５
５
）

問　

交
通
防
災
課
危
機
管
理
室
☎
内
線

１
６
９
０
、
１
６
９
１

■

点
字
電
話
帳（
茨
城
県

版
）設
置

　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
）
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
点
字
電
話
帳
茨
城
県
版
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
市
役
所

総
合
案
内
、
社
会
福
祉
課
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
牛
久
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

点
字
電
話
帳
に
は
、
茨
城
県
内
の
行

政
機
関
、
福
祉
施
設
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
、
医
療
機
関
、
交
通
機
関
、
緊
急

ダ
イ
ヤ
ル
、各
種
相
談
、テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
接
に
関

わ
る
機
関
の
電
話
番
号
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

社
会
福
祉
課
☎
内
線
１
７
１
１
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【入園の基準】　保護者や同居の家族が、

次のいずれかに該当し、また同居の

家族やその他の方もお子さんを保育

できない場合（就労などが1日5時間お

よび月16日以上）

1. 家の外で働いている場合（求職中の方含む）

2. 家庭内で家事以外の仕事をしている場合

3. 妊娠、出産、病気または心身に障が

いのある場合

4. 病人や心身障がい者を常時介護して

いる場合

5. 震災、風水害または火災などの災害

に遭った場合

6. 市長が認める1～5の状態に類する場合

【募集人数】　10月1日現在の入園児童数

を基にしています。その後の入園状況に

よって、募集人数が変更になる場合があ

りますので、あらかじめご了承ください。

※平成27年4月に牛久小学校内に牛久市

社会福祉協議会運営の保育園が開園

し、公立保育園の上町保育園が平成

26年度末で閉園する計画があります。

上町保育園の児童は牛久小学校内の

新設保育園に転園する予定です。そ

の他の公立保育園についても、順次、

牛久市社会福祉協議会運営の保育園

となる計画です。

【申込書の配布場所】　保育園課（市ホー

ムページでダウンロードができます）

【申し込み方法】　保育園入園申込書および必要書類を全て整え、申込受付日に提出してください。受付時に

聞き取り調査がありますので、郵送での提出はご遠慮ください。

【申込受付日】　12月7日（土）・8日（日）の午前8時30分～午後5時15分※定員に達しない場合には、二次・三次

受け付けを行います。

【受付場所】　市役所本庁舎総合案内ロビー（2階）

★予約入園（0歳児の5月以降の入園）… 育児休業後に復帰予定の方で、0歳児の5月以降の入園を希望する場

合は、平成26年4月8日（火）までにお申し込みください。詳細については、お問い合わせください（予約の

募集人数は4月の入園状況により決定します）。

問　保育園課☎内線1761、1762

【新規保育園の開園などについて】

（園の概要は市ホームページをご覧ください。）

●（仮称）牛久ふれあい保育園牛久駅前分園：平成26年2月にエスカー

ド牛久1階に0歳児・1歳児をお預かりする保育園として開園する予定

です。12月の受付時に2月入園と4月入園の申し込みを受け付けます。

●（仮称）牛久さくら保育園・（仮称）牛久めぐみ保育園：平成26年4月

に牛久市下根町地内に開園します（牛久運動公園東側および西側）。

●つばめ保育園：平成26年4月から、0歳児から2歳児までの保育園と

なります。

【認定こども園の開園について】

●うしく文化認定子ども園：平成26年4月に幼保一体型認定こども園

が開園します。認定こども園の保育園部への入園を希望する方は、

直接園に申し込むことになります。問　つばめ保育園☎871-5740

平成26年度 認可保育園入園児童募集

保 育 園 名
募 集 人 数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

公

立

上町保育園 － 17 0 0 0 0
つつじが丘保育園 － 11 0 2 0 0
向原保育園 － 7 7 2 1 1
栄町保育園 11 10 2 0 0 0
下根保育園 18 11 0 0 0 0

私

立

つばめ保育園 9 6 3 － － －
つばめ保育園牛久駅前分園 6 3 0 － － －
ふたばランド保育園 12 0 12 0 0 0
つつじが丘ふたばランド保育園 24 0 10 1 4 2
牛久ひかり保育園 12 0 6 2 9 5
牛久ふれあい保育園 15 2 0 0 0 0
牛久ふれあい保育園ひたち野うしく駅前分園 9 6 － － － －

（仮称）牛久ふれあい保育園牛久駅前分園 6 6 － － － －
牛久保育園 14 1 0 2 0 1
ひたち野うしく保育園つくしんぼ 12 9 5 1 2 6
牛久みらい保育園 15 3 0 0 3 13
奥野さくらふれあい保育園 9 3 5 7 5 5

（仮称）牛久さくら保育園 24 24 24 26 26 26
（仮称）牛久めぐみ保育園 10 16 22 24 24 24
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■

児
童
ク
ラ
ブ
入
級
の
児
童

募
集（
平
成
26
年
度
）

　

留
守
家
庭
児
童
の
放
課
後
対
策
と
し

て
、
市
内
小
学
生
を
対
象
に
児
童
ク
ラ

ブ（
学
童
保
育
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

開
設
時
間　

【
通
常
】
授
業
終
了
後
～

午
後
６
時（
夏
休
み
な
ど
は
午
前
８

時
～
午
後
６
時
）、【
延
長
利
用
】授
業

終
了
後
～
午
後
７
時（
夏
休
み
な
ど

は
午
前
７
時
～
午
後
７
時
）

閉
級
日　

日
曜
日
、
祝
日（
振
替
日
を
含

む
）、
お
盆
休
み（
８
月
12
日
～
16
日
）、

年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

場
所　

市
内
各
小
学
校
、
神
谷
小
さ
く

ら
台
児
童
ク
ラ
ブ

内
容　

遊
び
を
主
体
と
し
た
生
活
指
導

※
児
童
の
帰
宅
は
、
原
則
と
し
て
保
護

者
な
ど
信
頼
の
お
け
る
大
人
の
迎
え

を
必
要
と
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
、
各

児
童
ク
ラ
ブ
に
通
級
で
き
る
市
内
在

住
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
で

次
に
該
当
す
る
児
童

①
放
課
後
な
ど
に
保
護
者
が
勤
務
な
ど

の
た
め
、
留
守
家
庭
に
な
る
児
童

②
放
課
後
な
ど
に
保
護
者
な
ら
び
に
同

居
の
親
族
、
そ
の
ほ
か
の
方
か
ら
適

切
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

※
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
児
童
は
入
級

で
き
ま
せ
ん
。

・ 

保
護
者
が
週
２
日
以
上
勤
務
な
ど
を

し
て
い
な
い
場
合

・
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
集
団
行
動
が
行
動

面
、
健
康
面
な
ど
で
不
適
と
認
め
ら

れ
る
児
童

費
用　

月
額
６
０
０
０
円（
児
童
１
人

に
つ
き
月
額
３
０
０
０
円
、お
や
つ
・

消
耗
品
代
が
月
額
３
０
０
０
円
）

※
延
長
を
利
用
す
る
場
合
は
別
途
月
額

２
０
０
０
円
。
土
曜
日
利
用
の
場
合

は
別
途
月
額
１
０
０
０
円
。

受
付
期
間　

12
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
総
合
案
内

フ
ロ
ア
ー（
２
階
）

申
込
書
の
配
布
場
所　

市
内
の
各
公
立

保
育
園
、
市
内
の
各
児
童
ク
ラ
ブ
、

児
童
ク
ラ
ブ
課（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
平
成
25
年
度
冬
休
み
の
入
級
は
、
11

月
29
日（
金
）ま
で
に
児
童
ク
ラ
ブ
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

児
童
ク
ラ
ブ
課
☎
内
線
３
０
９

０
、
３
０
９
１

■

牛
久
市
環
境
美
化
の
日

　

市
で
は
、
環
境
美
化
意
識
の
向
上
お

よ
び
地
域
の
環
境
美
化
維
持
を
目
的
と

し
て
、
11
月
の
第
３
日
曜
日
を「
牛
久

市
環
境
美
化
の
日
」
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
市
内
全
域
の
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日（
日
）午
前
８
時
～

※
小
雨
決
行（
雨
天
の
場
合
は
、
翌
週

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
行
政
区

で
は
実
施
時
間
な
ど
が
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
回
覧
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

場
所　

市
内
全
域

内
容　

地
域
内
の
道
路
・
公
園
・
水
辺

な
ど
の
公
共
の
場
所
や
そ
の
周
辺
の

清
掃
活
動
を
実
施
。

問　

廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
１
５
７

１
～
１
５
７
３

■

稀
勢
の
里
応
援
団
イ
ベ

ン
ト
開
催
！

　

11
月
10
日（
日
）
か
ら
始
ま
る「
大
相

撲
十
一
月
場
所
」
で
の
稀
勢
の
里
関
の

勝
数
を
予
想
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

的
中
し
た
方
に
は
、「
稀
勢
の
里
応
援
団

加
盟
店
」
か
ら
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す（
当
選
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

な
お
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
、
当
選

の
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

申
し
込
み
方
法　

場
所
中
、「
稀
勢
の
里

応
援
団
の
ぼ
り
」
の
立
っ
て
い
る
応

援
団
加
盟
店
に
あ
る
応
募
用
紙
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

予
想
し
た
勝
数
を
記
入
の
上
、
お
買

い
物
レ
シ
ー
ト
を
添
付
し
て
応
援
団

加
盟
店
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
１
人
１
通
の
応
募
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

11
月
17
日（
日
）

問　

牛
久
市
観
光
協
会
☎
８
７
４
・
５

５
５
４
HPhttp://w

w
w

.kisenosa
to.

e-ushiku.jp

■

第
１
１
０
回
う
し
く

ゴ
ッ
多
市
出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
８
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

出
店
料　

（
Ａ
）
１
区
画
２
０
０
０
円
、

（
Ｂ
）半
区
画
１
２
０
０
円

定
員　

（
Ａ
）30
区
画
、（
Ｂ
）20
区
画

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
①
希
望
す

る
区
画（
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
を
必
ず

記
載
。「
ど
ち
ら
で
も
」は
不
可
）、
②
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ブロック、コンクリート片・ 
レンガ類回収実施のお知らせ

　　回収日時　11月30日（土）午前9時～午後3時

　　回収場所　市中央生涯学習センター大駐車場

　牛久クリーンセンターで通常回収できないごみにつ

いて、下記のとおり臨時に回収します。会場までご自

身で搬入し、設置してあるコンテナに移し替えをお願

いします。※搬入の際、受け付けを行いますので、牛

久市民であることが確認できる物（運転免許証、保険

証など）をお持ちください。

※大量にある場合は、直接下記の産業廃棄物収集運搬

　許可業者（有料）に依頼してください。

※牛久クリーンセンターで処理できるごみは「牛久市

暮らしの便利帳（P57～ P64）」を参照してください。

◆当日回収できる物

　ご家庭で不要となった次の物が対象となります。

・ ブロック、コンクリート片 

（乗用車などで運べる程度の量）

・ レンガ類…赤レンガ、ガーデニングレンガ、タイルなど 

（乗用車などで運べる程度の量）

◆回収できない品目の例※下記の物は排出者の責任で

処理をしてください。

・タイヤ、ホイール、バッテリーなど自動車用部品（販

売店などへお願いします）

・爆発の恐れのあるもの ・有害物質

・医療廃棄物   ・犬猫の死体など

・事業活動などにより生じたごみ

・ペンキが残っている缶

・農薬の缶（農協および販売店にご相談ください）

・消火器（廃消火器リサイクルシステムに従い、処理

してください。（有料））※市内の指定引取場所：塚本

産業（株）☎872-2222

◆産業廃棄物収集運搬許可業者の一例※料金は自己負

担となります。

・（株）そめや（さくら台4-35-1）☎872-6685

・（有）ワタベ商会（岡見町2845-6）☎873-1362

【お願い】年末の牛久クリーンセンターへのごみの持ち

込みは大変混雑しますので、ごみ集積所に出せるごみ

は、集積所に出すようにお願いします。その他、ご不

明な点は廃棄物対策課までお問い合わせください。

問　廃棄物対策課☎内線1571、1572

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
③
郵
便
番
号
、

④
住
所
、
⑤
確
実
に
連
絡
の
と
れ
る

電
話
番
号（
申
し
込
み
内
容
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）、
⑥
出
店
品
目（
例
…
衣
類
、

雑
貨
）
を
明
記
の
上
、「
〒
３
０
０
‐

１
２
９
２
牛
久
市
中
央
３
‐
15
‐
１

牛
久
市
商
工
観
光
課
ゴ
ッ
多
市
係
」

宛
て
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
記
入
漏
れ
な
ど
、
不
備
が
あ
る
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
１
組
１
枚（
２
枚
目
以

降
は
無
効
。
複
数
応
募
は
不
可
）。

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
で
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間　

11
月
１
日（
金
）
～
11
日

（
月
）必
着
※
申
し
込
み
が
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選（
抽
選
結
果
は
通

知
し
ま
す
）。

問　

商
工
観
光
課
☎
内
線
２
５
５
２

■

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
！

　

若
年
者
や
離
職
者
な
ど
の
求
職
者
を

対
象
と
し
た
合
同
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。
会
場
内
に
事
業
所
ご
と
に

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
各
事
業
所
の
採
用

担
当
者
と
求
職
者
が
一
同
に
会
し
、
対

面
方
式
に
よ
り
面
接
選
考
や
企
業
説
明

を
行
う
面
接
会
で
す
。
複
数
の
企
業
の

人
事
担
当
者
と
直
接
お
会
い
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
履
歴
書
は
複
数
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
３
日（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分（
受
付
は
午
後
１

時
～
）※
予
約
不
要
。

場
所　

県
土
浦
合
同
庁
舎（
土
浦
市
真

鍋
５
‐
17
‐
26
）

対
象　

学
生
を
除
く
若
年
者
や
離
職
中

の
求
職
者

参
加
費　

無
料

参
加
企
業
数　

約
20
社

※
参
加
予
定
企
業
な
ど
の
最
新
情
報
は

「
元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
県

南
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
８
２
５
・
３
４

１
０

HPhttp://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/syoukou/rosei/h25m
ensetu/

index.htm
l
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■

第
38
回
牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
方
へ
の
給
水
を
主

と
し
た
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
市
民
の

方
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

開
催
日　

平
成
26
年
１
月
13
日（
月
・

成
人
の
日
）

募
集
人
数　

40
人

申
込
締
め
切
り
日　

11
月
29
日（
金
）

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合
は
こ
の
日

以
前
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

第
38
回
牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
事
務
局（
牛
久
運
動

公
園
内
社
会
体
育
課
）
☎
８
７
３
・

２
４
８
６

■

み
ん
な
の
広
場
in
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

み
ん
な
で
や
ろ
う
！
３
ス
リ
ー
ア
ー
ルＲ

日
時　

11
月
10
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
１
時
※
雨
天
決
行
、
デ
モ
飛
行
の

み
雨
天
中
止
。

場
所　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
エ
コ

バ
ッ
グ
に
お
絵
か
き
、
再
生
家
具
販

売
、不
用
な
紙
で
作
る
小
物
教
室（
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
家
庭
で

出
た
不
用
な
紙（
20
㎝
四
方
程
度
の

包
装
紙
、
チ
ラ
シ
な
ど
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
）、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

陶
芸
・
と
ん
ぼ
玉
・
草
木
染
め
作
品

展
、
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
展
示
・
デ
モ

飛
行

※
先
着
50
人
に
紙
飛
行
機
お
も
ち
ゃ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
５
個
以

上
お
持
ち
い
た
だ
い
た
方
先
着
１
０

０
人
に
、
生
ご
み
再
生
堆
肥
と
花
の

種
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

入
場
料　

無
料

問　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
８
３

０
・
９
３
３
３

■

奥
野
小
地
区
社
協「
秋
そ

ば
収
穫
祭
」

　

毎
年
恒
例
、
奥
野
小
地
区
社
協「
秋

そ
ば
収
穫
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
美
味

し
い
そ
ば
が
き
の
無
料
配
布
も
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
16
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
３
時（
予
定
）※
雨
天
決
行
。

場
所　

奥
野
小
地
区
社
協
事
務
所（
旧

中
央
保
育
園（
牛
久
市
正
直
町
１
２

５
０
‐
７
））

内
容　

そ
ば
が
き
・
け
ん
ち
ん
汁
無
料

配
布（
先
着
５
０
０
人
）、
地
元
農
家

や
企
業
の
直
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど

問　

奥
野
小
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
☎

０
８
０
・
６
６
５
６
・
８
４
９
１

■

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
参

加
者
募
集

日
時　

12
月
８
日（
日
）【
受
付
】
午
前

８
時
30
分
、【
開
講
式
】午
前
９
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
容　

リ
ー
ス
作
り
、や
き
も
の
作
り
、

し
め
縄
作
り
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
、

そ
ば
作
り
、
パ
ン
作
り
の
各
教
室

※
各
教
室
と
も
参
加
費
あ
り
。

対
象　

親
と
子
ど
も（
市
内
に
在
住
の

小
学
生
）

申
し
込
み
方
法　

11
月
９
日（
土
）～
24

日（
日
）の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま

で
に
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
順
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

※
各
教
室
の
定
員
や
参
加
費
の
詳
細

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
青
少
年

育
成
牛
久
市
民
会
議
」
と
ご
検
索
く

だ
さ
い
。

問　

青
少
年
育
成
牛
久
市
民
会
議
事
務

局
☎
８
７
１
・
２
３
０
１

■

第
27
回
茨
城
県
水
際
線 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

水
際
線
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
県
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
鬼
怒
川
と
小
貝
川
を
題
材
に
流
域

の
変
遷
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
講

演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日（
火
）
午
後
１
時
15

分
～
４
時
30
分

場
所　

下
妻
市
民
文
化
会
館

内
容　

テ
ー
マ「
川
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
～
水
辺
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
～
」【
基
調
講
演
】
宮
村
忠
氏（
関

東
学
院
大
学
名
誉
教
授
）、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

参
加
費　

無
料（
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
）

問　

茨
城
県
土
木
部
河
川
課
☎
０
２
９
・

３
０
１
・
４
４
８
５
、
下
妻
市
建
設
課

☎
０
２
９
６
・
43
・
２
１
１
１
内
線
１

７
１
２

　

「
広
報
う
し
く
」
は
、
毎
月
１
日

号（
行
政
区
配
布
）と
15
日
号（
全
戸

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）の
月
２
回
発
行
し

て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

全
て
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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毎月テーマを決めて親子で参加できる活動を行っています（対象年齢1歳児から就学前まで）。

※園開放日はどなたでも利用できますが、園行事などで利用できない場合があります。

保　育　園 日程・内容 園（庭）開放時間 育児相談

【ペンギンクラブ】☎871-5740
つばめ保育園

（遠山町764-1）

11月26日（火）「クリスマス製作」
時間10:00～

園庭開放（土）
（要予約）
9:30～11:00

【子育てサロン・育児相談】
お母さん同士で話してみませんか。保

育スタッフ、電話でも受け付けます。

【ころころランド】☎873-5528
ふたばランド保育園

（中央5-5-2）

11月12日（火）「親子ふれあい遊び」
11月19日（火）「とおして遊ぼう（ひも通し）」
時間10:00～※30～40分程度の活
動。開始時間までに来園。

園庭開放（月～金）
9:00～13:00
15:00～16:00

【育児相談】
子育てについて何でもご相
談ください。園長・主任保
育士・看護師が応対します。

【ピヨピヨひろば】☎871-6928
つつじが丘ふたばランド保育園

（田宮町199-1）

11月5日（火）「お散歩をしよう」
12月3日（火）「クリスマス飾りを作ろう」
時 間10:00～※30～40分 程度の活
動。開始時間までに来園。

園開放（月～金）
9:00～13:00
15:00～16:00

【くれよんぱーく】☎873-9560
牛久ふれあい保育園

（牛久町1606　向台小学校内）

11月14日（木）「あまーい千歳飴」
11月28日（木）「それゆけ秋ランド（散策活動）」
時間10:00～12:00※3日前までに
電話で申し込み。

園庭開放（月～金）
（要予約）
10:00～12:00

【電話相談】
（月～金）13:00～17:00
保育士・看護師・栄養士がい
ます。

【たんぽぽひろば】☎886-9773
ひたち野うしく保育園つくしんぼ

（東猯穴町1286-1）

11月6日（水）「親子リズムあそび」
時間10:00～11:30※定員10組。
前日までに電話で申し込み。

園庭開放（月～金）
9:00～13:00
15:00～16:00

【電話相談】
園長・主任保育士・看護師
がお話しをお伺いします。

【カンガルーポケット】☎875-0056
奥野さくらふれあい保育園

（久野町725　奥野小学校内）

11月19日（火）「秋を楽しもう」
時間9:30～11:00※前日までに電
話で申し込み。

園庭開放（月～金）
9:30～11:00※前週
までに申し込み。

【電話相談】
子育てに関する「不安」「迷い」

「悩み」など、ご相談ください。

【としおちゃん】☎874-3993
牛久みらい保育園

（東猯穴町1260-11）

11月12日（火）・19日（火）「食事体験
会」（要予約、食事代親子で450円）
時間11:00～
11月27日（水）「映画会」 
時間10:15～※開始時間までに来園。

園庭開放
保育参観・参加

（月～金）
9:30～11:00

【電話相談】
子育てが「つらい」「困った」「話
し相手がほしい」など、お気軽
にご相談ください。

市内保育園の子育て支援
親子で遊ぼう！

　牛久市では、平成22年度から優れた芸術作品を鑑賞する機会として「公共施設展示事業」を実施

しています。本年度、市中央生涯学習センターロータリーに設置している立体作品が、前期の中山

庄太郎さんの作品に代わり、10月から、うしく現代美術展出品

作家の中村義孝さんによる石彫作品の展示に模様替えしました。

　作品名は「男のトルソ」です。「トルソ」とはイタリア語で「胴体」

や「果物の芯」を意味する言葉で造形芸術の世界では頭や手足が

欠けた彫刻を指します。

　中村さんに今回の作品についてお話しを伺いました。

　「力が全身にみなぎった男性像をトルソ立像として表現しまし

た。この彫刻が中央生涯学習センターロータリーの空間を引き

締める核となり、大樹のような生命力の象徴になればと願って

います」と語る中村さん。

　作品は平成26年3月までの展示となります。ぜひご覧ください。

問　生涯学習課　☎871-2301

公共施設展示事業



－広報うしく　２０１３．１１．１－  ��

■

第
74
回
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル

教
室

大
人
も
子
供
も
楽
し
く
汗
を
流
し
ま

し
ょ
う

日
時　

11
月
30
日（
土
）午
前
９
時
～
11
時

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
。
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費　

大
人
の
み
１
０
０
円（
保
険

代
と
し
て
当
日
徴
収
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
履
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

11
月
27
日（
水
）

主
催　

ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル

「
Ｂ
ｅ
ヘ
ル
シ
ー
」

申
・
問　

牛
久
市
体
育
協
会
事
務
局
☎

８
７
３
・
２
４
８
６

■

イ
ヤ
ー
ラ
ウ
ン
ド
ウ
オ
ー
ク
牛

久
市
大
会
参
加
者
募
集

牛
久
沼
か
っ
ぱ
の
小
径
を
歩
く

日
時　

11
月
10
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

９
時
受
け
付
け
、
午
前
９
時
集
合
、
午

前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト
※
雨
天
決
行
。

集
合
場
所　

牛
久
駅
東
口
ふ
れ
あ
い
広
場

コ
ー
ス　

10
㎞
団
体
歩
行 

 

牛
久
駅
東
口
ふ
れ
あ
い
広
場
～
得
月

院
～
牛
久
城
址
～
か
っ
ぱ
の
碑
～
三

日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
昼
休

憩
）～
刈
谷
大
橋
～
サ
ワ
ム
ラ
ヤ
靴

店
、
解
散
午
後
２
時

定
員　

１
５
０
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）※
当
日
受
け
付
け
あ
り
。

参
加
費　

大
人
３
０
０
円（
保
険
料
含

む
）、
小
中
学
生
無
料
※
当
日
徴
収
、

抽
選
会
あ
り
。

持
ち
物　

飲
物
、昼
食
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
、
雨
具
な
ど

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
大
会
名
、

参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、「
〒
３
０
０
‐
１
２
３
４
牛
久

市
中
央
３
‐
27
‐
４
サ
ワ
ム
ラ
ヤ
靴

店
」ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

11
月
５
日（
火
）必
着

主
催　

（
有
）サ
ワ
ム
ラ
ヤ
靴
店　

主
管　

牛
久
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

共
催　

茨
城
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

後
援　

牛
久
市

協
力　

茨
城
県
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
委
員
会

問　

入
江
☎
８
７
３
・
２
７
２
５

■

第
34
回
つ
つ
じ
が
丘 

合
同
文
化
祭

　

昼
休
み
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

す
。
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
10
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
４
時

場
所　

牛
久
第
二
小
学
校
体
育
館

対
象　

ど
な
た
で
も

共
催　

つ
つ
じ
が
丘
自
治
会
、
第
２
つ

つ
じ
が
丘
自
治
会

問　

文
化
祭
実
行
委
員
長（
谷た
に
う
ち内

）☎
８

７
２
・
３
５
９
８

■

牛
久
栄
進
高
校
学
校
公
開

　

　

本
校
教
育
に
関
心
の
あ
る
地
域
の
皆

さ
ん（
高
校
入
試
を
控
え
る
中
学
生
・

保
護
者
・
学
校
関
係
者
な
ど
）
に
教
育

活
動
の
様
子
を
公
開
し
ま
す
。
授
業
、

部
活
動
、
施
設
な
ど
を
自
由
に
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程　

11
月
７
日（
木
）・
８
日（
金
）午

前
９
時
～
午
後
５
時（
事
前
申
し
込

み
は
不
要
）

※
詳
細
は
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問　

県
立
牛
久
栄
進
高
等
学
校
教
務
部

（
栗
原
、
楢
戸
）☎
８
４
３
・
３
１
１
０

■

み
の
る
の
郷「
み
の
る
祭
」

　

障
害
者
施
設「
み
の
る
の
郷
」は
、
７

年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
利
用
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
手
作
り
バ
ッ
グ
や
ぬ
い
ぐ
る
み
、
パ

ン
、
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
や
、
模
擬
店
の

焼
き
そ
ば
や
た
こ
焼
き
、
バ
ザ
ー
な
ど

の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

場
所　

み
の
る
の
郷

※
模
擬
店
や
バ
ザ
ー
販
売
は
午
前
11
時

30
分
か
ら
で
す
。

※
食
券
は
当
日
、
受
付
で
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

問　

実
行
委
員
長（
敷
根
）
☎
８
６
９
・

８
６
８
６

■

ピ
ア
相
談
会

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
な
ど
長
期
に
療

養
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
子
育
て
中
の

保
護
者
の
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
、
ピ

ア
相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
同
じ
よ
う
な

経
験
を
持
つ
仲
間
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ピ
ア
」
と
は「
仲
間
」
を
意
味
し
ま

す
。

日
時　

11
月
21
日（
木
）、
12
月
５
日

（
木
）
両
日
と
も
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
※
い
ず
れ
の
日
も

要
予
約（
１
件
当
た
り
の
相
談
時
間

１
時
間
程
度
）。

場
所　

竜
ケ
崎
保
健
所
相
談
室（
龍
ケ

崎
市
２
９
８
３
‐
１
）

※
託
児
の
準
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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※
各
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

竜
ケ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
７
・
62
・
２
１
７
２

■

第
40
回
生
活
習
慣
病
教
室

（
事
前
予
約
不
要
）

　

医
師
、
各
部
門
ス
タ
ッ
フ
が
あ
な
た

の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
15
日（
金
）午
後
２
時
30
分

か
ら
約
１
時
間

場
所　

牛
久
愛
和
総
合
病
院
Ｂ
館
２
階

大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

「
脳
卒
中
～
さ
ぁ
ど
う
し
よ

う
！
急
に
手
足
の
ち
か
ら
が
入
ら
な

い
！
言
葉
が
で
な
い
！
～
」

講
師　

竹
下
幹
彦
医
師（
脳
神
経
外
科

部
長
）

参
加
費　

無
料

問　

牛
久
愛
和
総
合
病
院
総
務
課
☎
８

７
３
・
３
１
１
１（
代
表
）

■

ワ
ク
チ
ン
の
本
当
の
話 

ｋ
ｏ
ｋ
ｏ
ｒ
ｏ
特
別
講
演
会

　

近
年
、
ワ
ク
チ
ン
と
病
気
の
関
連
性

や
そ
の
安
全
性
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
接

種
は
半
ば
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

宮
け
い
が
ん
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
危
険
性
を

知
り
、
そ
れ
ら
と
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
14
日（
木
）午
後
２
時
～
４
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
エ
ス
カ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ（
４
階
） 

講
師　

内
海
聡
先
生

定
員　

１
０
０
人

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

メ
ー
ル
で
名
前
、
連

絡
先
、人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
作
業
所
ｋ
ｏ
ｋ
ｏ
ｒ
ｏ

☎
８
７
３
・
４
２
３
２
Ｅ
メ
ー
ル

kokorom
em

bers@
g
m

a
il.com

■

講
演
会「
放
射
能
は
地
域

を
ど
う
変
え
た
か
」

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
地

か
ら
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日（
土
）
午
後
１
時
開

場
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室

講
師　

菅
野
清
一
氏（
福
島
県
川
俣
町

議
会
議
員
）

参
加
費　

３
０
０
円（
資
料
代
）

主
催　

山
崎
久
隆
講
演
会
実
行
委
員
会

問　

藤
田
☎
０
８
０
・
５
１
９
３
・
５

２
１
８

■

牛
久
沼
畔
の
歴
史
と
自

然
を
楽
し
む
会

日
時　

11
月
16
日（
土
）
午
前
９
時
30

分
～
正
午

集
合
場
所　

得と
く
げ
つ
い
ん

月
院
前
駐
車
場（
城
中

町
）

内
容　

牛
久
城
、
城
中
貝
塚
、
天
神
塚

古
墳
な
ど
の
遺
跡
に
触
れ
、
牛
久
沼

と
の
か
か
わ
り
か
ら
先
人
の
暮
ら
し

を
し
の
ぶ
。

定
員　

先
着
20
人

参
加
費　

１
人
２
０
０
円（
資
料
、
保

険
代
）

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会
・
自
然
観
察
出
前
講
座
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

申　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会
事

務
局
☎
８
７
４
・
６
６
０
０

■

み
か
ん
狩
り
と
雨
引
観

音
・
国
土
地
理
院
見
学

日
時　

11
月
15
日（
金
）午
前
８
時
集
合

集
合
場
所　

牛
久
駅
東
口
常
陽
銀
行
交
差

点
を
渡
っ
た
左
側
の
ク
リ―

ニ
ン
グ
店
前

行
程　

集
合
場
所
午
前
８
時
30
分
発
～

蜜
柑
園
～
雨
引
観
音
～
国
土
地
理

院
～
牛
久
駅
東
口
着
午
後
５
時
予
定

参
加
費　

２
５
０
０
円（
バ
ス
代
・
保
険
・
入

園
料
・
事
務
費
）※
摘
み
取
っ
た
蜜
柑
は
持

ち
帰
り
に
３
０
０
円
／
㎏
掛
か
り
ま
す
。

定
員　

30
人

申
し
込
み
方
法　

ツ
ア
ー
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
後

日
、
参
加
確
認
と
ツ
ア
ー
詳
細
を
記

し
た
は
が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

11
月
６
日（
水
）

主
催　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百

人
委
員
会

申
・
問　

百
人
委
員
会
事
務
所（
〒
３

０
５
‐
０
０
４
４
つ
く
ば
市
並
木

３
‐
16
‐
１
横
田
Ａ
Ｐ
１
０
２
）
FAX

８
５
８
・
０
７
７
６
、
ま
た
は
鈴
木

☎
・
FAX
８
７
６
・
６
６
３
６
、
☎
０

９
０
・
３
３
６
３
・
９
３
８
０

■

筑
波
銀
行
年
金
無
料
相

談（
要
予
約
）

　

「
裁
定
請
求
書
」
の
作
成
・「
添
付
書

類
」
の
ご
案
内
な
ど
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
２
土
曜
日
年
金
相
談
会

日
時　

11
月
９
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
４
時

場
所　

「
す
ま
い
る
プ
ラ
ザ
う
し
く
」ひ

た
ち
野
う
し
く
支
店
内

問　

筑
波
銀
行
牛
久
支
店（
蒲
谷
）☎
８

７
２
・
１
３
１
０
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■

平
地
林
の
手
入
れ
作
業「
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集

　

身
近
に
あ
る
平
地
林
・
里
山
を
あ
な

た
の
手
で
守
り
育
て
ま
せ
ん
か
。
は

じ
め
て
の
方
・
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い

る
ご
家
族
も
大
歓
迎
。
手
入
れ
さ
れ
た

木
々
は
私
た
ち
に
き
れ
い
な
空
気
と
元

気
を
く
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
薪
の

無
料
提
供
も
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
正
午

場
所　

岡
見
城
城
址（
岡
見
町
１
５
６

７
）※
現
地
集
合
。

内
容　

下
草
刈
り
、
伐
採
、
枝
打
ち

持
ち
物　

ナ
タ
、
カ
マ
、
の
こ
ぎ
り
、

作
業
服
、
手
袋
、
飲
み
水
、
昼
食
、

保
険
代
１
人
３
０
０
円（
１
家
族
５

０
０
円
）

※
作
業
終
了
後
と
ん
汁
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

申
・
問　
「
木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

事
務
局（
阿
部
）☎
８
７
３
・
６
４
２
４

■

歴
史
を
語
り
合
う
会

日
時　

11
月
10
日（
日
）午
後
２
時
～
５
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
１
講
座
室

演
題　

「
古
事
記
」の
謎
・
第
二
話

内
容　

今
回
は
古
事
記
の
中
巻
を
お
話

し
ま
す
。
上
巻
は
神
話
の
世
界
で
し

た
が
、
中
巻
は
神
武
天
皇
か
ら
15
代

応
神
天
皇
ま
で
に
起
き
た
い
ろ
い
ろ

な
事
件
が
語
ら
れ
、
学
校
で
習
う
日

本
史
と
は
違
う
世
界
が
開
け
ま
す
。

神
武
は
本
当
に
紀
元
前
６
６
０
年
に

即
位
し
た
の
か
？
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は

な
ぜ
死
ん
だ
の
か
？

講
師　

津
田
征
八
氏

参
加
費　

３
０
０
円（
資
料
代
）

主
催　

牛
久
史
談
会

問　

事
務
局（
染
谷
）☎
０
９
０
・
７
９

４
８
・
３
３
６
１

■

新
会
員
募
集 

レ
イ
ラ
ニ
・
フ
ラ
の
会

　

ハ
ワ
イ
の
著
名
な
ク
ム（
フ
ラ
の
指

導
者
）
に
学
ん
だ
基
礎
を
大
切
に
す
る

レ
イ
ラ
ニ
悦
子
先
生
の
基
本
レ
ッ
ス
ン

は
、
息
が
上
が
ら
な
い
の
に
毎
回
汗

び
っ
し
ょ
り（
フ
ラ
は
有
酸
素
運
動
で

す
）。
年
齢
を
重
ね
て
も
自
分
に
合
っ

た
美
し
い
フ
ラ
が
踊
れ
る
よ
う
、
皆
楽

し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
土
曜
日（
月
４
回
）午
前
10

時
20
分
～
正
午

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

講
座
室

月
会
費　

３
０
０
０
円

問　

松
本
☎
８
７
６
・
３
９
７
４

■

牛
久
市
景
観
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時　

11
月
16
日（
土
）午
前
９
時
15
分

集
合

集
合
場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー

行
き
先　

市
内
各
所
※
午
前
９
時
30

分
～
正
午（
予
定
）。

内
容　

「
開
拓
地
の
記
念
碑
を
探
そ

う
！
」

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

20
人（
先
着
順
受
け
付
け
）

参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

牛
久
市
景
観
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
坂
）☎
・
FAX
８
７
３
・

７
９
０
３（
電
話
午
後
６
時
以
降

受
け
付
け
）
Ｅ
メ
ー
ルkyu-sa

ka
@

jcom
.hom

e.ne.jp

■

プ
サ
ル
タ
リ
ー
＆
ギ
タ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

～
古
代
ギ
リ
シ
ャ
が
発
生
の
地
と
言
わ

れ
、
三
角
形
の
木
製
表
面
に
弦
を
張
っ

た
癒
し
の
楽
器
で
す
～

日
時　

11
月
17
日（
日
）開
演
午
後
１
時

30
分（
入
場
無
料
）

場
所　

ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
リ
フ
レ
プ
ラ

ザ（
２
階
）

出
演　

加
藤
誠
と
プ
サ
ル
タ
リ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル〝
Ｓ
ｏ
Ｌ
ａ
”他
５
団
体

曲
目　

テ
イ
ク
フ
ァ
イ
ブ
、い
そ
し
ぎ
、

花
は
咲
く
ほ
か

問　

加
藤
☎
０
２
９
７
・
82
・
６
４ 

８
４

■

健
康
呼
吸
法
体
操
の
お

し
ら
せ

日
時　

11
月
28
日（
木
）の
午
後
２
時
30

分
ク
ラ
ス

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
講
座
室（
４
階
）

内
容　

タ
オ
ル
を
使
っ
た
気
功
に
よ
る

楽
し
い
お
手
軽
体
操
、
健
康
維
持
を

目
的
と
し
た
呼
吸
法

時
間　

約
50
分

効
果　

血
行
促
進
・
免
疫
力
向
上
・
自

然
治
癒
力
増
強
・
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
・
低
体
温
の
改
善

参
加
費　

１
回
に
つ
き
５
０
０
円（
予

約
制
）

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
月
曜
ク
ラ
ブ

（
星
野
）☎
８
７
４
・
８
７
６
６（
月
曜

日
～
金
曜
日
午
後
１
時
～
７
時
）

■

風
邪
予
防
・
鼻
炎
ケ
ア
の
た
め

の
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
レ
ッ
ス
ン

　

風
邪
予
防
の
知
識
を
学
び
、
ア
ロ
マ

の
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
と
ケ
ア
ジ
ェ
ル
を
作
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牛
久
の
巨
樹

久
野
町
観
音
寺
の

カ
ヤ

　

こ
の
木
は
久
野
町
観
音
寺
境
内
の
東
側

に
あ
る
雌
木
で
す
。「
市
民
の
木
No. 

17
で
、

平
成
18
年
の
調
査
で
は
、
幹
周
３
・
27
ｍ
、

樹
高
19
・
７
ｍ
で
し
た
。
カ
ヤ
は
宮
城
県

以
南
～
九
州
屋
久
島
に
分
布
。
牛
久
で
は

斜
面
林
や
社
寺
境
内
に
生
育
。
樹
皮
は
灰

褐
色
か
ら
赤
褐
色
で
、
縦
に
裂
け
ま
す
。

葉
は
細
長
く
、
先
は
鋭
く
尖
り
、
触
れ
る

と
痛
い
で
す
。

　

雌
雄
異
株
。
雄
花
は
前
年
枝
の
葉
腋
、

雌
花
は
前
年
枝
の
先
に
付
き
ま
す
。
球
果

は
種
皮
に
被
わ
れ
、
翌
年
秋
に
成
熟
。
種

子
は
倒
卵
状
楕
円
形
、
長
さ
２
～
３
㎝
。

種
子
か
ら
と
れ
る
油
は
食
用
・
頭
髪
用
に

な
り
ま
す
。
材
は
碁
盤
、
将
棋
盤
と
し
て

最
高
級
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈『
牛
久
の
巨
樹
』94
～
95
ペ
ー
ジ
掲
載
〉

※『
牛
久
の
巨
樹
』
は
緑
化
推
進
課
で
販

売
中（
１
部
１
２
０
０
円
）。

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山

の
会〈
樹
木
リ
サ
ー
チ
﹀（
文
・
石
川

満
夫
、
写
真
・
増
田
勝
彦
）

問　

緑
化
推
進
課
☎
内
線
１
５
１
１

り
ま
す
。

日
時　

11
月
24
日（
日
）
午
前
９
時
45

分
～
11
時
30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小

講
座
室

対
象
・
定
員　

18
歳
以
上
の
方
20
人（
先

着
順
）

材
料
費　

８
０
０
円（
お
つ
り
が
無
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
し
込
み
方
法　

11
月
17
日（
日
）ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

高
柳
☎
８
７
４
・
９
７
９
０

■

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

　

歯
に
関
す
る
悩
み
や
質
問
を
無
料
で

電
話
相
談
し
ま
す
。
匿
名
で
も
結
構
で

す
の
で
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

歯
科
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日（
日
）午
後
１
時
～
４

時
受
付
電
話
番
号　

☎
８
２
３
・
７
９
３

０
、
☎
８
３
５
・
０
７
３
７

回
答
者　

歯
科
医
師

相
談
料　

無
料

問　

茨
城
県
保
険
医
協
会
☎
８
２
３
・

７
９
３
０
FAX
８
２
２
・
１
３
４
１
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明治・大正・昭和初期の「昔のうしく」の写真を募集しています

　皆さんのご家庭に眠っている「昔のうしく」の写真はありませんか？市では今、そのような「昔のうしく」の写

真、特に明治・大正・昭和初期の牛久の風景や施設、年中行事の様子が分かる写真を募集しています。「懐かしい」

「残したい」写真がありましたら、ぜひご協力ください。

問　生涯学習課☎内線3031

今月の

た
いへ
んよくできました

伝えたい　残したい

20世紀のうしく

牛久保育園

のお友だち

　牛
うしくほいくえん

久保育園のお友
とも

だちは、「お月
つき み

見」を

テーマにした作
さくひん

品と「お姫
ひめさま

様のパネル」

を披
ひろう

露してくれました。

　パネルは、くりぬかれた段
だん

ボールを見
み

た子
こ

どもたちが「お姫様にしよう！」と

アイデアをふくらませて作
つく

りました。顔
かお

や手
て

も出
だ

せるんですよ。頭
あたま

に大
おお

きなリボ

ンをつけたら、「ハイ、ポーズ」！

　みんな、よくできましたね。

　この写真は、昭和39年に岡田小学校で

東京オリンピック開催を記念して撮影さ

れたものです。当時、牛久町立の各学校

で航空写真が撮られたそうです。

　岡田小学校は、戦前の昭和13年に第

一～第四尋常小学校を統合し、岡田尋常

小学校と改称し、戦後の昭和22年に新制

の岡田村立岡田小学校となり、昭和29年

から町村合併により牛久町立岡田小学校

となり、昭和61年に市制施行により牛久

市立岡田小学校になりました。

（結束町・石山氏所蔵）
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